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一般会計予算の概要

歳　出 

目的別 
338億円 

民生費　24.1％ 

公債費　12.7％ 

総務費　11.2％ 土木費　11.9％ 

衛生費　8.0％ 

教育費　12.2％ 

農林水産業費 
12.2％ 

商工費 
3.2％ 

消防費 
3.4％ 

議会費　0.8％ 
予備費　0.1％ 労働費　0.2％ 

その他　0.0％ 
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一般会計予算の概要

【安曇野市の将来を皆で考え、
それに向かうための取り組み】

●総合計画の策定 900万円
●公共交通問題の研究　 1,000万円
●地域福祉計画の策定 290万円
●障害福祉計画の策定 600万円
●健康づくり計画の策定 40万円
●環境基本計画の策定 1,100万円
●土地利用の検討 220万円
●景観形成の検討（景観計画の策定準備） 180万円
●地域防災計画の策定 540万円

【子供たちが安全に暮らし、
健やかに育つための取り組み】

●給食センター（中部、南部）の建設 15億5,270万円
●巡回用公用車（通学路パトロールカー）導入 171万円
●小学校施設(豊科北中、豊科南小、

穂高南小、穂高北小)の改修・整備 5,000万円
●中学校施設（豊科南中、穂高東中、明科中)

の大規模改修及び施設改修・整備 １億3,100万円
●保育園老朽化(簡易耐震)調査 290万円
●堀金保育園用地の取得等 ２億5,000万円

【全ての市民が健康で、生き甲斐を持って暮らすための取り組み】

●AED（自動体外式除細動器）９導入 960万円
●民間共同作業所建設及び運営補助 1,150万円
●豊岳荘改築への補助 １億8,000万円
●安曇野赤十字病院に対する公的病院の在り方の検討 14万円

新規及び重点事業

一般会計歳出構成比率

［歳　出］ （千円）

民生費

公債費

総務費

土木費

衛生費

教育費

商工費

農林水産業費

消防費

議会費

労働費

諸支出金

予備費

災害復旧費

合　計

8,141,299

4,288,572

3,779,040

4,010,111

2,722,118

4,115,100

1,096,315

4,117,568

1,146,161

259,174

74,536

1

50,000

5

33,800,000



平成18年度 安曇野市　

歳　入 

科目別 
338億円 

市税 
31.1％ 

負担金・使用料 
手数料外 
4.2％ 

繰入金 
6.4％ 

財産収入外 
8.6％ 

地方交付税 
21.0％ 

地方債 
12.9％ 

国県支出金 
8.1％ 

地方譲与税　3.6％ 

地方消費税交付金　2.5％ 各種交付金　1.6％ 

自主 
財源 
50.3％ 

依存 
財源 
49.7％ 
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平成18年度 安曇野市　

【安曇野ブランドを守り、
活かしていくための取り組み】

●地下水位の観測等及び
水資源対策協議会活動の強化 550万円

●合併記念イベント
「安曇野フェスタ」開催 1,300万円

●観光地域づくり実践プランの推進 390万円

【行政の効率化を進めるための取り組み】

●行政改革プランの作成 29万円
●指定管理者制度の導入 ３万円
●電子決裁等の研究 50万円
●GIS（地理情報システム）の統合 2,190万円

一般会計歳入構成比率

［歳　入］ （千円）

市税

負担金・使用料・手数料外

繰入金

財産収入外

地方交付税

地方債

国県支出金

地方譲与税

地方消費税交付金

その他の交付金

合　計

10,509,667

1,405,948

2,157,077

2,910,192

7,110,000

4,363,900

2,745,316

1,230,000

850,000

517,900

33,800,000

平成18年度  安曇野市会計別予算額 

安曇野市一般会計 

安曇野市同和地区住宅新築資金等 
貸付事業特別会計 
安曇野市国民健康保険特別会計 
安曇野市老人保健特別会計 
安曇野市介護保険特別会計 
安曇野市下水道事業特別会計 
安曇野市農業集落排水事業特別会計 
安曇野市上川手山林財産区特別会計 
安曇野市北の沢山林財産区特別会計 
安曇野市有明山林財産区特別会計 
安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計 
安曇野市穂高山林財産区特別会計 
安曇野市産業団地造成事業特別会計 
安曇野市営保養施設特別会計 
 

安曇野市水道事業会計 
 
 
 

安曇野市営宿舎事業会計 

33,800,000 
 

8,527 

7,980,000 
9,244,300 
5,374,525 
6,397,571 
193,264 
1,720 
418 
690 
931 
451 

516,166 
60,800 

2,113,026 
1,954,799 
1,097,751 
2,176,919 
301,106 
301,106 

0 
16,905

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 
収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

会　計　名 予算（千円） 
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平成17年度  旧5町村会計別決算状況 平成17年度  旧5町村会計別決算状況 
　会期中、横山代表監査委員より、決算審査の意見報告がされました。      
【審査の結果】審査した５町村の平成17年度各会計歳入歳出決算書及びその附属書類は、いずれも法令に準拠して作
成されており、計数は関係諸帳簿及び証書類と照合した結果、適正に処理されていると認められた。また、予算の
執行状況も法令に適合し、的確かつ公正に行われていることを確認した。      
【総括意見・要望】決算審査は、５町村の決算であることから各総合支所を中心として、決算年度中に実施した主要
な事務事業の概要について、関係職員から聴取したが、審査の過程でこれまでの各町村の制度、基準、事務事業の
取り組み方及び職員の考え方に多くの違いが見受けられた。これまでは各自治体政策等により実施してきたもので
あり、今後は、従来の慣例にとらわれず新たな方針に基づき統一していくことを要望する。 

会　計　名 歳　入 
55億4,160万円 
9億8,291万円 
11億7,361万円 

2,465万円 
6億1,918万円 

192万円 
806万円 

6億7,742万円 
3億3,514万円 
6,772万円 

59億4,762万円 
262万円 

9億9,788万円 
12億1,205万円 
5億7,523万円 
6億  935万円 
2,016万円 
44万円 
34万円 
38万円 
31万円 

2億9,672万円 
7,199万円 

1億8,303万円 
0円 

38億9,503万円 
610万円 

4億6,420万円 
6億1,472万円 
3億3,988万円 
7億7,470万円 
1億3,676万円 

704万円 
29億1,829万円 

71万円 
3億2,652万円 
3億4,522万円 
1億8,006万円 
3億5,448万円 
9,375万円 
877万円 

19億8,077万円 
2,742万円 
219万円 
1,243万円 

2億4,359万円 
3億7,433万円 
4億8,468万円 
3,286万円 
6,377万円 
2,430万円 

1億1,166万円 
250万円 

44億8,442万円 
9億8,468万円 
10億7,434万円 

2,513万円 
6億2,804万円 

112万円 
92万円 

5億9,610万円 
1億4,631万円 
2億  357万円 
50億6,579万円 

248万円 
10億8,193万円 
11億8,302万円 
9億4,281万円 
6億7,844万円 
1,105万円 
10万円 
1万円 
4万円 
0円 

2億1,877万円 
3億6,326万円 
1億5,464万円 

310万円 
25億8,036万円 

320万円 
5億9,441万円 
6億1,974万円 
3億7,833万円 
5億9,901万円 
6,077万円 
4,723万円 

16億5,285万円 
71万円 

3億  751万円 
3億5,277万円 
1億7,072万円 
2億8,431万円 
4,735万円 
2,681万円 

19億  132万円 
2,399万円 
122万円 
1,185万円 

2億5,442万円 
3億4,427万円 
5億3,113万円 
2,745万円 

2億9,780万円 
9,953万円 
7,736万円 
7,730万円 

歳　出 
平成17年度豊科町一般会計  
平成17年度豊科町国民健康保険特別会計  
平成17年度豊科町老人保健特別会計  
平成17年度豊科町社会就労センター特別会計  
平成17年度豊科町介護保険特別会計  
平成17年度豊科町上川手財産区特別会計  
平成17年度豊科町同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計  
平成17年度豊科町下水道事業特別会計  

平成17年度豊科町水道事業会計 
 
平成17年度穂高町一般会計  
平成17年度穂高町住宅新築資金等貸付事業特別会計  
平成17年度穂高町国民健康保険特別会計  
平成17年度穂高町老人保健特別会計  
平成17年度穂高町下水道事業特別会計  
平成17年度穂高町介護保険特別会計  
平成17年度穂高町産業団地造成事業特別会計  
平成17年度穂高町北の沢山林財産区特別会計  
穂高町有明山林財産区特別会計  
平成17年度穂高町富士尾沢山林財産区特別会計  
平成17年度穂高町穂高山林財産区特別会計  

平成17年度穂高町営水道事業会計  
 
平成17年度穂高町営宿舎事業会計 
 
平成17年度三郷村一般会計  
平成17年度三郷村同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計  
平成17年度三郷村国民健康保険特別会計  
平成17年度三郷村老人保健特別会計  
平成17年度三郷村介護保険特別会計  
平成17年度三郷村下水道事業特別会計  

平成17年度三郷村水道事業会計 
 
平成17年度堀金村一般会計  
平成17年度堀金村住宅新築資金等貸付事業特別会計  
平成17年度堀金村国民健康保険事業特別会計  
平成17年度堀金村老人保健特別会計  
平成17年度堀金村介護保険特別会計  
平成17年度堀金村下水道事業特別会計  

平成17年度堀金村水道事業会計 
 
平成17年度明科町一般会計 
平成17年度明科町社会就労センター特別会計  
平成17年度明科町同和対策住宅新築資金等貸付事業特別会計 
平成17年度明科町長峰山森林体験交流センター特別会計 
平成17年度明科町介護保険特別会計  
平成17年度明科町国民健康保険特別会計  
平成17年度明科町老人保健医療特別会計  
平成17年度明科町保養施設特別会計  
平成17年度明科町公共下水道事業特別会計  
平成17年度明科町農業集落排水事業特別会計  

平成17年度明科町上水道事業会計 

収益的収支 
資本的収支 

収益的収支 
資本的収支 
収益的収支 
資本的収支 

収益的収支 
資本的収支 

収益的収支 
資本的収支 

収益的収支 
資本的収支 



議案の審査結果 議案の審査結果 
平成18年安曇野市議会 3月定例会 

議案第４号 
 

議案第５号 
議案第６号 

議案第７号 
 

議案第８号 
 

議案第９号 

議案第10号 
 

議案第11号 
 

議案第12号 
 

議案第13号 
 

議案第14号 
 

議案第15号 
 

議案第16号 
議案第17号 

議案第18号 
 

議案第19号 
 

議案第20号 
 

議案第21号 
議案第22号 
議案第23号 
議案第24号 
議案第25号 
議案第26号 
議案第27号 

議案第28号 
 

議案第29号 
議案第30号 
議案第31号 
議案第32号 
議案第33号 
議案第34号 

議案第35号 
 

議案第36号 
 

議案第37号 
 

議案第38号 
 

議案第39号 
 

議案第40号 
 

議案第41号 

可 決  
 

可 決  
可 決  

可 決  
 

可 決
 

 
可 決  

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決
 

 
可 決  
可 決  

可 決  
 

可 決  
 

可 決
 

 
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  

可 決
 

 
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  
可 決  

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  

可 決  
 

可 決  
 

認 定  
 

認 定  
 

認 定  
 

認 定  
 

認 定  
 

可 決  

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
可 決  
可 決  

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
可 決  
可 決  

可 決  
 

可 決  

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
 

可 決  
可 決  
可 決  

可 決  
 

可 決  

可 決
 

 
指名当選 

安曇野市議会政務調査費の交付に関する 
条例の制定について 
安曇野市情報公開条例の制定について 
安曇野市個人情報保護条例の制定について 
安曇野市特別職の職員等の給与に関する 
条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市一般職の職員の給与に関する条例 
等の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市総合計画審議会条例の制定について 
安曇野市国民健康保険条例の一部を改正 
する条例の制定について 
安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正 
する条例の制定について 
安曇野市生活雑排水浄化処理場条例の一部 
を改正する条例の制定について 
安曇野市霊園条例の一部を改正する条例の 
制定について 
安曇野市穂高地域福祉センター条例の一部 
を改正する条例の制定について 
安曇野市在宅介護支援センター条例を廃止 
する条例の制定について 
安曇野市明科農産加工施設条例の制定について 
安曇野市分収造林事業基金条例の制定について 
安曇野市農村公園条例の一部を改正する 
条例の制定について 
安曇野市都市公園条例の一部を改正する 
条例の制定について 
安曇野市学校施設使用条例の一部を改正 
する条例の制定について 
安曇野市スポーツ振興審議会条例の制定について 
安曇野市郷土資料館条例の制定について 
安曇野市明科学習館条例の制定について 
安曇野市青少年健全育成審議会条例の制定について 
安曇野市穂高鐘の鳴る丘集会所条例の制定について 
安曇野市公民館条例の制定について 
安曇野市図書館条例の制定について 
安曇野市明科子どもと大人の交流学習施設 
条例の制定について 
安曇野市体育施設条例の制定について 
安曇野市博物館条例の制定について 
臼井吉見文学館条例の制定について 
貞享義民記念館条例の制定について 
飯沼飛行士記念館条例の制定について 
安曇野市穂高陶芸会館条例の制定について 
安曇野市生涯学習本部設置条例を廃止する 
条例の制定について 
指定管理者に伴う関係条例の整備に関する 
条例の制定について 
平成17年度安曇野市一般会計補正予算 
（第１号）について 
平成17年度安曇野市国民健康保険特別会計 
補正予算（第１号）について 
平成17年度安曇野市介護保険特別会計補正 
予算（第１号）について 
平成17年度安曇野市下水道事業特別会計 
補正予算（第１号）について 
平成17年度安曇野市農業集落排水事業特別 
会計補正予算（第１号）について 

平成17年度安曇野市営保養施設特別会計 
補正予算（第１号）について 
平成17年度安曇野市水道事業会計補正予算 
（第１号）について 
平成17年度豊科町一般会計歳入歳出決算の 
認定について　他豊科町関係議案８件 
平成17年度穂高町一般会計歳入歳出決算の 
認定について　他穂高町関係議案12件 
平成17年度三郷村一般会計歳入歳出決算の 
認定について　他三郷村関係議案６件 
平成17年度堀金村一般会計歳入歳出決算の 
認定について　他堀金村関係議案６件 
平成17年度明科町一般会計歳入歳出決算の 
認定について　他明科町関係議案10件 
平成18年度安曇野市一般会計予算について 
平成18年度安曇野市同和地区住宅新築資金 
等貸付事業特別会計予算について 
平成18年度安曇野市国民健康保険特別会計 
予算について 
平成18年度安曇野市老人保健特別会計予算について 
平成18年度安曇野市介護保険特別会計予算について 
平成18年度安曇野市下水道事業特別会計予算について 
平成18年度安曇野市農業集落排水事業特別 
会計予算について 
平成18年度安曇野市上川手山林財産区特別 
会計予算について 
平成18年度安曇野市北の沢山林財産区特別 
会計予算について 
平成18年度安曇野市有明山林財産区特別会 
計予算について 
平成18年度安曇野市富士尾沢山林財産区 
特別会計予算について 
平成18年度安曇野市穂高山林財産区特別 
会計予算について 
平成18年度安曇野市産業団地造成事業特別 
会計予算について 
平成18年度安曇野市営保養施設特別会計予算について 
平成18年度安曇野市水道事業会計予算について 
平成18年度安曇野市営宿舎事業会計予算について 
松本広域連合の処理する事務の変更及び 
松本広域連合規約の変更について 
安曇野松筑広域環境施設組合規約の変更について 
穂高広域施設組合を組織する地方公共団体 
数の増加及び組合規約の変更について 
松塩安筑老人福祉施設組合の共同処理する事務の変更 
及び松塩安筑老人福祉施設組合規約の変更について 
公の施設の指定管理者の指定について 
（豊科南部地区産地形成促進施設） 
公の施設の指定管理者の指定について 
（三郷やすらぎ空間施設） 
市営土地改良事業の施行について 
商標権使用差止等仮処分命令申立事件に 
係る和解について 
市道の廃止について 
市道の認定について 
明科町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する 
基本協定の一部を変更する協定の締結について 
安曇野市介護保険条例の一部を改正する 
条例の制定について 
安曇野市北の沢山林財産区管理会委員の選任について 
穂高広域施設組合議会議員の選挙について 

議案第42号 
 

議案第43号 
 

議案第44号 
 

議案第53号 
 

議案第66号 
 

議案第73号 
 

議案第80号 
 

議案第91号 

議案第92号 
 

議案第93号
 

 
議案第94号 
議案第95号 
議案第96号 

議案第97号 
 

議案第98号 
 

議案第99号 
 

議案第100号 
 

議案第101号 
 

議案第102号 
 

議案第103号 
 

議案第104号 
 

議案第105号 
議案第106号 
議案第107号 

議案第108号 
 

議案第109号 

議案第110号 
 

議案第111号 
 

議案第112号 
 

議案第113号 
 

議案第114号 
議案第115号 
議案第116号 

議案第117号 
 

議案第118号 

議案第119号 

【市長提出議案】 
件　　　　　名 結　果 議案番号 
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〈指定管理者制度って？〉
地方自治法の一部が平成15年に改正され、「指定管理者制度」の導入により公の施設の管理・運営は、民間の事
業者・ＮＰＯ法人・ボランティア団体・地域の団体等も管理・運営を行うことが可能になりました。安曇野市でも
指定管理者となっていただける団体等を募集し、９月から本格的に運営開始を予定しています。
〈指定管理者制度導入のねらいは？〉
いままでの公の施設の管理は、公的主体に限定していましたが、この制度導入を民間主体において、民間事業者
の有している技術や知識の情報（ノウハウ）を公的機関においても広く活用し、住民サービスの向上につながるこ
とが一つのねらいでもあります。
☆募集方法等詳細につきましては、広報あづみの〈お知らせ版〉No.11をご覧ください。
〈政務調査費って？〉
政務調査費とは、地方自治体の議員の調査や研究に必要な経費として、自治体が議会の会派や議員に支出する補
助金のことをいいます。特に重要なことは、この調査費は「調査・研究」の目的以外に支出することが認められて
いないことです。
このことから、政務調査費の使途を明確にする必要があるため、安曇野市議会においては、「政務調査費運用マ
ニュアル」を策定し、その使途基準を明らかにし、市民の皆様にご支持いただける調査研究活動に努めます。
また、この政務調査費に関する条例等については、この３月定例会において議決され、議員１人当たり年額

90,000円が補助金として交付されます。

平成18年第１回安曇野市議会臨時会（１月） 

件　　　　　名 結　果 議案番号 

議案の審査結果 議案の審査結果 

議員提出 
第１号 
議員提出 
第２号 

議員提出 
第３号  
 

議員提出 
第４号 
議員提出 
第５号 

可 決  
 

可 決  
 
 

可 決  
 
 

可 決  
 

可 決  

個人所得課税における各種控除の安易な縮小を 
行わないことを求める意見書の提出について 
「患者負担増計画中止」と「保険で安心してか 
かれる医療」を求める意見書の提出について 
出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受 
け入れ、預り金及び金利等の取締りに関する 
法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の 
改正を求める意見書の提出について 
ＷＴＯ農業交渉と新たな食料・農業・農村基 
本計画に関する意見書の提出について 
議員の研修視察について 

【議員提出議案】  
件　　　　　名 結　果 議案番号 

平成17年 
陳情第２号 
平成17年 
陳情第３号 

陳情第１号 
 

陳情第２号 

陳情第３号 
 

陳情第４号 
陳情第５号 
陳情第６号 

採 択  
 

採 択  
 

採 択  
 

採 択
 

採 択  
 

採 択  
採 択  
採 択  

患者・国民負担増の中止と「保険で安心して 
かかれる医療」を求める陳情書 
個人所得課税における各種控除の安易な縮小を行わ 
ないことを求める意見書（案）の採択についての陳情 
JA松本ハイランド「農業生産者大会」の決議 
についての要請書 
耐震診断業務の実施促進について 
公共工事に関する建築物の設計者の選定及び建設省 
告示第1206号による設計報酬基準の採用について 
安曇野市における市内業者の優先指名についての陳情書 
堀金保育園の早期建て替えに関する要望書 
児童室内容充実、児童館建設に関する陳情書 

【陳情】 
件　　　　　名 結　果 議案番号 

請願第１号 
 

請願第２号 
請願第３号 
請願第４号 

請願第５号 
 

請願第６号 
請願第７号 
請願第８号 

請願第９号 
 

請願第10号 
 

請願第11号 
 

請願第12号 

継続審査 
 

採 択  
継続審査 
採 択  

継続審査 
 

採 択  
採 択  
採 択  

採 択  
 

採 択
 

 
採 択  
 

採 択  
 

黒沢尻に多目的公園の建設を求める請願書 
上川手保育園の増改築並びに遊び場の拡大 
整備に関する請願書 
豊科犀川東地区への診療所施設誘致に関する請願書 
介護保険利用料減免等を求める請願書 
「患者負担増計画中止」と「保険で安心して 
かかれる医療」を求める請願書 
学校給食センターに関する請願書 
学校給食センターに関する請願書 
学校給食センターに関わる情報公開に関する請願書 
学校給食センター建設に関わる事前情報 
公開に関する請願書 
学校給食センター建設に関わる方針転換 
の理由説明を求める請願書 
学校給食センターに関する請願書 
出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受 
入れ、預り金及び金利等の取締りに関する 
法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」 
の改正を求める請願書 

議案第１号 
議案第２号 
議案第３号 

可 決  
可 決  
可 決  

安曇野市児童館条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市豊科南部地区産地形成促進施設条例の制定について 
安曇野市三郷やすらぎ空間施設条例の制定について 

【請願】 
件　　　　　名 結　果 議案番号 

松 本 広 域 連 合 議 会 議 員  
安曇野・松本行政事務組合議会議員 
安曇野松筑広域環境施設組合議会議員 
 
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員 
穂 高 広 域 施 設 組 合 議 会 議 員  
 
川手学校給食共同調理施設組合議会議員 
安 曇 野 市 民 生 委 員 推 薦 会 委 員  
安曇野市社会福祉協議会（評議員） 
安 曇 野 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員  

組合議会等議員構成 （平成18年３月16日現在）  

組合議会等名称 構　　成　　議　　員 （議席番号順） 
栗原定美　松澤好哲　山田高久　西澤韶修　水谷嘉明 
等々力等　宮澤孝治　浅川保門　松澤好哲 
松森幸一　平林　子　大月晃雄　吉田　男　　　昭次　小林紀之 
高山喬樹　本郷敏行　草深　温　水谷嘉明 
下里喜代一 
小林純子　等々力等　吉田　男　松尾　宏　藤森康友　　山一榮 
黒岩宏成　青　Â宏　水谷嘉明 
下里喜代一　大月晃雄　宮下明博　水谷嘉明 
丸山祐之　松澤好哲 
平林　子　水谷嘉明 
藤原廣　�小林紀之　宮下明博 



20議員 市
政
問

を
う

市
政
問

を
う

一　般　質　問

３月13日（月）

平林　M子議員

青· U宏議員

宮澤　孝治議員

大月　晃雄議員

小林　純子議員

黒岩　宏成議員

松澤　好哲議員

３月14日（火）

松森　幸一議員

松尾　　宏議員

浅川　保門議員

山田　高久議員

等々力　等議員

草深　　温議員

宮下　明博議員

３月15日（水）

吉田　ô男議員

!山　一榮議員

小林　紀之議員

藤森　康友議員

下里喜代一議員

本郷　敏行議員

�
�
�

�
�
�
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県
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
05
年
人
口
の
自
然
増

減
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
本
格

的
な
人
口
減
の
時
代
に
入
っ
た

と
い
う
。
少
子
化
対
策
が
論
議

さ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
を
産

み
た
く
て
も
産
め
な
い
人
も
お

り
、
社
会
的
要
因
等
で
不
妊
症

は
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

不
妊
治
療
に
は
保
険
診
療
と
自

費
診
療
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
し

て
も
費
用
と
時
間
と
心
理
的
負

担
は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
子
ど
も
を
産
み
た
い
と
願

う
人
た
ち
の
た
め
に
、
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
助
成
制
度

を
考
え
な
い
か
。

（
市
長
）
大
変
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
市
と
し
て
も

経
済
的
負
担
の
軽
減
、
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
今
後
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
該
当
者
や
状
況
の
実
態
把

握
も
必
要
だ
と
思
う
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
今
後

該
当
者
の
関
係
、
助
成
制

度
の
内
容
等
精
査
し
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
の
検
診
と
予
防

中
高
年
齢
者
の
心
配
事

は
健
康
問
題
で
あ
り
、
特

に
認
知
症
だ
と
い
わ
れ
る
。
市

で
は
種
々
の
検
診
に
力
を
入

れ
、
病
気
の
早
期
発
見
、
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
認
知
症

に
お
い
て
も
検
診
し
て
早
い
段

階
で
発
見
し
対
応
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。「
２
段

階
方
式
に
よ
る
早
期
発
見
と
回

復
法
」
の
高
階
絹
子
氏
と
の
契

約
内
容
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
２
段

階
方
式
に
つ
い
て
は
平
成

10
年
頃
か
ら
、
豊
科
、
明
科
、

堀
金
地
域
で
実
施
し
て
い
る
。

保
健
師
の
研
修
を
進
め
、
予
防

教
室
の
な
か
で
認
知
症
の
把
握

を
し
ケ
ア
を
考
え
て
い
く
。

18
年
度
も
拡
大
し
な
が
ら
進

め
た
い
。
集
団
検
診
に
つ
い
て

は
、
他
の
検
診
も
あ
り
時
間
的

な
関
係
等
精
査
を
し
な
が
ら
今

後
進
め
て
い
き
た
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

市
と
し
て
18
年
度
は
男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
。
５
地
域
の
連
携
、
継
続
事

業
に
つ
い
て
、
担
当
者
の
研
修

は
。（

総
務
部
長
）
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
推
進
委
員

会
を
18
年
度
の
早
い
時
期
に

立
ち
上
げ
た
い
。
２
月
23
日

に
５
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
る

女
性
団
体
の
連
絡
協
議
会
役
員

の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
こ
を
中
心
に
し
な
が

ら
、
市
の
連
絡
協
議
会
を
立
ち

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
継
続
事
業
は
引
き
続

き
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
担

当
は
総
務
部
人
権
尊
重
課
人
権

尊
重
係
と
各
総
合
支
所
の
地
域

支
援
課
で
あ
る
。
研
修
に
つ
い

て
は
、
県
の
市
長
会
等
主
催
の

事
務
担
当
者
連
絡
会
議
や
県
の

女
性
セ
ン
タ
ー
等
の
研
修
に
職

員
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
資
質

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

不
妊
治
療
に
助
成
制
度
を

平
　
林
　
M

子

議
員

�� �

���

�

３月定例会では、３月13日から15日までの３日間一般質問が行われました。20議員が質問に

立ち、活発な質問や提案がなされました。

平成18年安曇野市議会3月定例会一般質問

各地の不妊治療助成制度



安曇野市議会だより第２号AZUMINO CITY ASSEMBLY NEWS  2006.5.15 （8）

通
学
区
・
文
化
財
保
全

学
校
の
適
正
規
模
、
あ

る
い
は
配
置
な
ど
、
通
学

区
域
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
面
に
お
い
て
も
、
一

体
感
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
併

せ
、
現
状
と
考
え
方
を
聞
き
た

い
。（

市
長
）
通
学
区
に
つ
い

て
は
全
体
的
課
題
と
い
う

よ
り
、
地
域
的
問
題
と
し
て
か

な
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
児
童
数
の
増

減
や
住
民
の
意
向
、
保
護
者
の

気
持
ち
を
汲
み
あ
げ
な
が
ら
、

東
京
都
な
ど
で
も
取
り
組
ん
で

い
る
よ
う
な
、
弾
力
的
な
運
用

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

（
教
育
長
）
通
学
区
対
策

に
つ
い
て
は
、
通
学
区
域

審
議
会
の
よ
う
な
組
織
を
考

え
、
保
護
者
の
意
向
や
現
存
の

施
設
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
。こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

適
正
規
模
も
要
件
に
な
る
が
、

生
徒
児
童
数
の
将
来
予
測
が
大

事
で
あ
り
、
且
つ
、
安
全
対
策

の
面
か
ら
も
、
ま
た
、
単
に
近

い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
済
ま

な
い
問
題
で
あ
る
た
め
、
充
分

な
研
究
と
調
査
の
も
と
に
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
。

文
化
財
は
地
域
の
文
化

度
と
置
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
近
年
、
文
化
財
の
流

失
、
埋
没
が
言
わ
れ
る
が
、
保

全
に
つ
い
て
は
、
広
く
教
育
環

境
整
備
の
面
か
ら
も
早
急
に
と

り
く
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。（

市
長
）
文
化
財
の
発
掘
、

保
存
、
ま
た
、
こ
の
評
価

は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
教
育

委
員
会
を
中
心
に
、
社
会
教
育

の
な
か
で
喚
起
し
、
価
値
を
つ

け
て
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
模
索
し
た
い
。

（
教
育
長
）
資
料
に
つ
い

て
は
取
捨
選
択
、
収
集
、

保
管
、
内
容
調
査
を
へ
て
整
備

活
用
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
18
年
度
よ
り
社
会
教
育

課
の
な
か
に
、
文
化
振
興
係
を

置
い
て
専
門
的
な
体
制
を
固
め

て
い
く
予
定
。

黒
沢
川
・
万
水
川
の

治
水
対
策
に
つ
い
て

水
系
の
治
水
に
つ
い
て

は
未
だ
に
着
工
さ
れ
な
い

未
完
の
部
分
が
あ
る
。
治
水
対

策
は
、
基
本
高
水
、
遊
水
地
案

な
ど
に
つ
い
て
再
検
証
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
事
項
が
あ
る
。

ま
た
、
生
活
ダ
ム
（
利
水
）
と

し
て
重
要
な
黒
沢
ダ
ム
の
能
力

の
維
持
、
向
上
対
策
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

（
市
長
）
知
事
の
脱
ダ
ム

宣
言
以
来
、
様
々
な
論
議

が
さ
れ
て
き
た
が
、
万
水
川
末

流
、
黒
沢
川
に
つ
い
て
、
流
域

協
議
会
で
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、
目
標
と
し
た
２
年
を
経
過

し
て
な
お
、
未
解
決
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
現
段
階
で
は
可

能
性
を
主
体
に
論
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
住
民
の
安
心
と
安
全
に

つ
い
て
、
県
に
働
き
か
け
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
黒
沢
ダ
ム
は
治
水
・
利

水
の
両
面
を
も
ち
併
せ
て
黒

沢
・
万
水
水
系
の
確
た
る
方
針

が
打
ち
出
さ
れ
そ
れ
が
納
得
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（

都
市
建
設
部
長
）
黒
沢

川
よ
り
万
水
川
に
か
け
て

の
治
水
の
基
本
方
針
は
、
30
年

確
率
の
計
画
対
象
降
雨
120
ミ
リ

で
設
定
さ
れ
、
洪
水
調
節
と
し

て
29
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
調
整

池
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
段
階

に
あ
る
。
基
本
高
水
流
量
は
、

現
在
県
に
お
い
て
、
高
水
協
議

会
を
設
け
て
議
論
が
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
経
過
を
見
守
り
な
が

ら
要
望
す
べ
き
こ
と
は
要
望
す

る
姿
勢
で
対
応
す
る
。
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小
泉
政
権
に
お
け
る
、

ラ
イ
ブ
ド
ア
問
題
、
牛
肉

の
輸
入
問
題
、耐
震
強
度
問
題
、

防
衛
施
設
庁
の
談
合
問
題
、
こ

れ
ら
は
小
泉
政
権
の
基
本
政
策

の
本
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ

れ
が
対
国
民
的
立
場
で
み
た
と

き
、
ど
う
い
う
方
向
に
あ
る
か

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

格
差
社
会
と
い
わ
れ
る
も
の

の
認
識
、
規
制
緩
和
と
い
わ
れ

る
政
治
の
あ
り
方
、
官
製
談
合

の
構
図
な
ど
、
５
年
間
の
小
泉

政
権
の
中
身
が
問
わ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
現
状
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

（
市
長
）
小
泉
政
権
の
果

た
し
た
役
割
は
一
定
の
評

価
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。
改
革
を
旗
印
に

し
て
き
た
。
長
年
の
経
済
成
長

期
に
お
け
る
過
程
と
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
状
況
等
、
社
会
環
境

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、

自
治
体
改
革
を
国
と
と
も
に
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小

泉
政
権
の
一
定
の
成
果
と
思

う
。そ

の
過
程
で
い
い
面
と
悪
い

面
が
出
て
き
て
い
る
。

格
差
な
り
、
国
民
の
生

活
基
盤
に
か
か
わ
る
そ
う

い
う
問
題
は
自
然
的
に
生
ま
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
の
果

た
す
役
割
が
経
済
の
方
向
を
つ

く
り
出
し
、
人
が
価
値
観
を
醸

成
し
、そ
し
て
流
れ
を
つ
く
る
。

例
え
ば
働
く
人
の
立
場
は
、

政
治
の
上
で
法
規
制
が
取
り
払

わ
れ
、
パ
ー
ト
で
あ
る
と
か
、

派
遣
労
働
な
ど
が
公
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
う
い
う
中
で

格
差
が
生
じ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。（

市
長
）
日
本
の
戦
後
の

経
済
発
展
の
中
で
大
き
な

恵
ま
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
す
べ
て
横
並
び
、
こ

の
陰
に
は
恵
ま
れ
な
い
国
や
地

域
も
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
が
続
け
て
い
け
る
状

況
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。日

本
人
の
気
持
ち
が
物
に
価

値
を
求
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う

批
判
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
現

在
の
借
金
ま
み
れ
の
経
済
状

況
、財
政
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

何
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
、

個
人
に
価
値
観
を
ど
う
変
更
し

て
い
た
だ
く
か
を
含
め
、
大
変

難
し
い
問
題
で
あ
る
。

社
会
保
障
は
政
治
の
役
目

財
政
が
大
変
だ
と
い
っ

て
社
会
保
障
部
分
が
ど
ん

ど
ん
縮
小
さ
れ
て
い
く
。
お
金

の
使
い
道
に
つ
い
て
発
想
転
換

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
社
会
保
障
を
先
ず
き
ち
っ

と
す
る
。
基
本
的
に
は
そ
れ
が

政
治
の
役
目
で
あ
る
。
主
体
を

ど
こ
に
置
く
か
で
政
治
の
あ
り

方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。住

民
の
生
活
に
本
当
に
軸
足

を
お
い
た
方
向
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。今

、
医
療
や
介
護
、
そ
し
て

子
育
て
に
お
け
る
負
担
が
増
え

て
い
る
が
ど
う
考
え
て
い
る

か
。（

市
長
）
さ
ま
ざ
ま
な
経

済
状
況
か
ら
確
か
に
負
担

は
増
え
て
い
る
。
だ
れ
が
負
担

す
る
か
、
ど
こ
に
重
点
を
置
く

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

福
祉
を
重
点
に
こ
れ
か
ら
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
共
事
業
と
称
し
て
使
え

る
費
用
と
い
う
も
の
は
制
限
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
で
き
る
だ
け
負
担
の

増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
政

策
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
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格
差
社
会
・
規
制
緩
和
な
ど
の
現
状
認
識
は

青
　
ö

õ

宏

議
員

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

宮
　
澤
　
孝
　
治

議
員
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日
本
銀
行
の
量
的
緩
和

の
解
除
、
次
は
公
定
歩
合

の
引
き
上
げ
が
近
々
来
る
。
16

年
度
予
算
で
916
億
円
の
起
債
公

定
歩
合
の
引
き
上
げ
は
市
の
財

政
を
圧
迫
す
る
。
再
度
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
る
必
要
が

あ
り
、
今
後
行
政
改
革
が
大
変

必
要
に
な
る
。
指
定
管
理
者
制

度
も
大
事
な
行
政
改
革
、
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る
効
果

を
聞
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）
行
財
政
運

営
上
の
構
造
改
革
と
規
制

緩
和
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
費
の
削
減
、
出
資
法
人
の

経
営
健
全
化
と
整
理
統
合
が
法

施
行
に
な
っ
て
い
る
。

73
カ
所
指
定
管
理
者
施

設
に
選
定
し
た
が
、
選
定

委
員
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
行
政
側
委

員
５
名
、
公
募
委
員
５
名

で
構
成
。選

定
の
透
明
性
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）
担
当
部
局

で
議
論
し
部
長
が
確
認
し

委
員
会
で
審
議
し
た
。

58
カ
所
は
横
滑
り
、
15

カ
所
が
一
般
公
募
に
、
58

カ
所
は
う
ま
く
横
滑
り
を
し
て

あ
る
。
15
カ
所
の
公
募
に
つ
い

て
、
公
募
の
受
け
手
が
出
る
か

未
知
数
で
あ
る
。
横
滑
り
を
さ

せ
た
業
者
に
つ
い
て
今
ま
で
以

上
の
条
件
を
付
け
る
べ
き
。

（
総
務
部
長
）
既
在
業
者

の
指
定
に
当
た
っ
て
は
中

身
の
精
査
等
も
審
査
対
象
と
な

る
。

あ
る
程
度
条
件
を
与
え

一
層
改
善
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
総
務
部
長
）
指
示
に
従

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
具
体

的
な
取
り
組
み
を
す
る
。

体
育
協
会
へ
の

補
助
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

体
育
協
会
は
住
民
と
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
接

点
。
安
曇
野
市
体
育
協
会
を
ど

の
よ
う
に
も
っ
て
い
く
の
か
。

（
教
育
次
長
）
４
月
に
５

つ
の
組
織
を
１
つ
に
す

る
。
市
の
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
主
催
運
営
を
任
せ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
18
年
度
650

万
円
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
育
成
期
間
を
一
定
期
間

継
続
す
る
。

組
織
統
一
し
た
な
ら
ば

必
ず
会
員
も
増
強
さ
れ
ま

た
今
後
体
協
こ
そ
が
指
定
管
理

者
に
成
り
得
る
団
体
の
650
万
円

の
予
算
は
少
な
い
。
倍
と
は
言

わ
な
い
が
、
１
・
５
倍
位
の
予

算
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
教
育
次
長
）
財
政
当
局

と
協
議
し
事
業
内
容
を
検

討
し
た
い
。

公
共
温
泉
施
設
の

市
民
割
引
に
つ
い
て

安
曇
野
市
の
市
民
が
動

か
な
け
れ
ば
活
性
化
し
な

い
。
バ
ス
路
線
の
な
い
安
曇
野

市
、
せ
め
て
も
温
泉
施
設
の
市

民
割
引
券
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
入
浴

施
設
の
割
引
券
に
つ
い

て
、
18
年
度
に
公
共
施
設
な
ど

７
施
設
で
利
用
で
き
る
利
用
助

成
券
補
助
事
業
と
し
て
、
高
齢

者
障
害
者
に
無
料
券
５
枚
配
布

す
る
。

（
要
望
）
施
設
間
の
連
携
も
大

切
。
共
通
の
割
引
券
又
は
ポ
イ

ン
ト
制
度
、
市
民
だ
け
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
も
一
案
。
最
後
に

安
曇
野
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
17
年
度
１
０
０
０
万
円
計

上
さ
れ
、
20
万
部
す
ば
ら
し
い

物
が
出
来
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
よ
る
宣
伝
を
し
っ
か
り
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

指
定
管
理
者
の
選
定
と
委
託
方
法
と
公
募
に
つ
い
て

大
　
月
　
晃
　
雄

議
員
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指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
当
た
り
、
安
曇
野
市

で
も
当
面
の
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
条

例
「
安
曇
野
市
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関

す
る
条
例
」
に
は
、
い
く
つ
か

問
題
点
が
あ
る
。
な
か
で
も
、

長
や
議
員
な
ど
特
別
職
の
兼
業

禁
止
規
定
が
な
い
こ
と
や
、
指

定
管
理
者
の
選
定
や
手
続
き
の

透
明
性
を
保
つ
た
め
の
規
定
が

曖
昧
な
点
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
市
の
特
別
職
が

役
員
を
務
め
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
あ
り
方
は
見
直
す
必
要

は
あ
る
が
、
行
政
が
関
わ
る
こ

と
で
有
益
な
こ
と
も
あ
り
、
兼

業
禁
止
に
す
る
と
障
害
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

市
民
や
利
害
関
係
者
と
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、
今
後

は
で
き
る
だ
け
兼
業
に
至
ら
な

い
よ
う
に
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た

「
三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
施

設
」
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

は
、
選
定
委
員
会
で
審
議
さ
れ

て
い
る
が
、
委
員
11
人
中
８
人

が
市
の
職
員
で
あ
り
、
そ
の
う

え
委
員
長
は
助
役
が
務
め
、
そ

の
助
役
が
指
定
管
理
者
に
指
定

さ
れ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
不

透
明
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
進
め
方
は
問

題
で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
選
定
委
員
会
の

構
成
に
つ
い
て
は
若
干
の

誤
解
を
招
く
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
今
後
は
選
定
委
員
会
か
ら

助
役
を
外
し
、
外
部
の
委
員
を

入
れ
て
い
く
。
民
間
委
員
の
参

加
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
し
っ

か
り
と
透
明
性
を
持
た
せ
て
い

き
た
い
。

選
定
の
結
果
や
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
も
公
開
し
、

市
民
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
は
当
然
必
要

だ
ろ
う
が
、
改
め
て
条

例
で
規
定
す
る
必
要
は

な
い
だ
ろ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
開
す
る

と
い
っ
て
も
、
公
開
時

期
は
各
検
討
組
織
の
意

思
決
定
後
で
あ
る
と

か
、
会
議
に
つ
い
て
は

原
則
非
公
開
と
す
る
な

ど
、
こ
れ
で
は
市
民
に

対
し
て
公
平
性
・
透
明

性
は
保
て
な
い
の
で
は
な
い

か
。（

総
務
部
長
）
新
市
発
足

以
降
に
こ
の
制
度
の
導
入

に
取
り
組
み
始
め
た
こ
と
や
、

制
度
自
体
が
発
展
途
上
に
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
公
平

性
・
透
明
性
を
よ
り
高
く
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

一
方
で
は
、
選
定
段
階
で
の

会
議
の
公
開
は
公
正
な
選
定
の

妨
げ
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で

適
当
で
な
い
と
考
え
る
が
、
会

議
録
な
ど
に
つ
い
て
は
情
報
公

開
条
例
や
個
人
情
報
保
護
条
例

に
し
た
が
っ
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
の
選
定
や
手
続
き
の
見
直
し
を

小
　
林
　
純
　
子

議
員
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三郷やすらぎ空間施設の指定管理者は
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次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
中
で
児
童
ク
ラ
ブ

の
高
学
年
の
対
応
と
長
期
休
暇

の
対
応
。
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
明
科
・
堀
金
の

対
応
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
児
童
館
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
在
り
方
を
検
討

し
、
要
望
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
人
間
関
係

が
大
切
で
あ
り
、
信
頼
関
係
の

上
に
、
今
後
行
政
が
間
に
入
る

形
で
事
業
の
充
実
を
図
り
た

い
。（

健
康
福
祉
部
長
）
児
童

ク
ラ
ブ
の
高
学
年
の
対
応

は
人
数
の
関
係
で
す
べ
て
の
児

童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し

い
。
長
期
休
暇
の
対
応
は
指
導

員
の
確
保
も
あ
る
が
、
要
望
に

よ
り
地
域
で
検
討
し
た
い
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
明

科
・
堀
金
の
立
ち
上
げ
方
法

は
、
お
助
け
会
員
、
育
児
の
お

任
せ
、
お
願
い
す
る
会
員
の
募

集
な
ど
、
社
協
へ
委
託
す
る
。

昨
年
12
月
通
学
路
の
危

険
カ
所
調
査
は
市
全
体
で

322
カ
所
あ
る
そ
の
対
応
は
。

（
教
育
長
）
地
域
の
皆
様

に
は
通
学
時
間
に
合
わ
せ

た
日
常
生
活
を
組
み
込
ん
だ
防

犯
、
安
全
指
導
等
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。
通
学
路
の
変
更

は
難
し
い
。

（
総
務
部
長
）
各
学
校
前

の
登
校
時
の
交
通
規
制
は

公
安
委
員
会
と
協
議
検
討
す

る
。

豊
科
イ
ン
タ
ー
か
ら

国
営
公
園
ア
ク
セ
ス
線
の

見
通
し
は

合
併
協
定
書
の
中
に
都

市
計
画
道
路
整
備
事
業
は

県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
市

に
お
い
て
も
継
続
し
て
実
施
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
現
状
と
見

通
し
は
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
平
成

７
年
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
８
・
８
d

県
事
業
で
整
備

が
始
め
ら
れ
、
平
成
15
年
県
か

ら
突
然
中
止
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。
安
曇
野
建
設
事
務
所
の
管

内
の
東
西
方
向
の
道
路
整
備
率

は
約
50
％
で
、
こ
の
公
園
線
は

幹
線
と
し
て
重
要
で
あ
り
事
業

の
再
開
を
要
請
し
て
い
き
た

い
。

国
民
健
康
保
険
税

値
上
げ
の
対
応
は

今
年
１
月
13
日
の
国
保

運
営
協
議
会
の
答
申
で
固

定
資
産
割
が
い
ま
ま
で
な
か
っ

た
堀
金
の
場
合
、
急
激
な
負
担

増
と
な
ら
な
い
か
。
ま
た
周
知

徹
底
は
。

（
市
民
課
長
）
18
年
度
市

で
約
１
億
３
千
万
円
の
歳

入
不
足
に
よ
り
税
率
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
堀
金
単
独

と
し
た
場
合
で
は
、
約
５
千
万

円
不
足
と
な
る
。
税
収
確
保
面

と
ほ
か
の
４
町
村
と
の
バ
ラ
ン

ス
か
ら
固
定
資
産
割
を
入
れ

た
。
個
々
の
相
談
に
応
じ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
理
解
の
た
め
説

明
会
を
行
い
周
知
徹
底
し
た

い
。

子
育
て
支
援
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、通
学
路
の
安
全
対
策
を

黒
　
岩
　
宏
　
成

議
員

��

�

� �
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桜
が
咲
き
、
地
下
水
条
例
で

守
ら
れ
る
安
曇
野
の
里
を
、

安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
に

「
光
城
山
」
か
ら
拾
ヶ

堰
烏
川
へ
黒
沢
川
、
新
堀

堰
な
ど
市
の
土
地
、
県
の
土
地

を
有
効
利
用
を
し
て
桜
や
柳
の

植
栽
を
し
て
新
安
曇
野
市
の
観

光
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

提
案
し
た
い
。

（
市
長
）
木
を
植
え
、
桜

植
え
る
こ
と
は
安
曇
野
市

に
と
っ
て
大
変
大
切
。
全
市
を

上
げ
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
が

発
展
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

国
民
健
康
保
険
で
17
％
Ｕ

Ｐ
の
堀
金
に
充
分
な
対
応

を
。（

市
民
課
長
）
７
割
５
割

２
割
軽
減
に
よ
り
市
全
体

で
３
億
２
千
万
円
の
軽
減
で
あ

る
が
、
地
域
に
出
向
き
説
明
を

行
う
。個
々
相
談
に
応
じ
た
い
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
産
婦
人
科
の

在
続
を
。
産
婦
人
科
医
師
確
保
、

院
内
助
産
、
財
政
支
援
は

①
市
で
の
産
婦
人
科
医

師
確
保
の
協
力
の
検
討
結

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
院
内
助
産
の
問
題
で
地
域
の

医
療
体
制
確
立
で
、
安
曇
野
日

赤
で
の
産
科
の
在
続
、
県
指
導

と
援
助
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

②
日
赤
に
安
曇
野
市
が
40
億
円

提
供
は
、
安
曇
野
市
の
基
幹
病

院
で
あ
り
市
民
病
院
的
日
赤
と

な
る
が
考
え
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
院
内

助
産
で
県
と
の
対
応
考
え

る
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
や
医
師
会
に
文
章
で
申
し

入
れ
し
た
。

（
企
画
財
政
部
長
）
赤
十

字
病
院
は
公
的
医
療
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
医
療
の
み
な
ら
ず
健
康
推

進
疫
病
予
防
な
ど
の
総
合
病
院

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
市
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
検
討
す

る
。

健
康
予
防
・
介
護
の
新
予
算
の

地
域
包
括
支
援
事
業
充
実
を

地
域
支
援
事
業
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保

険
新
予
防
給
付
、
介
護
保
険
の

介
護
給
付
に
な
る
。
充
分
な
位

置
付
け
と
現
実
的
な
取
り
組
み

を
。（

健
康
福
祉
部
長
）
総
合

相
談
支
援
事
業
、
地
域
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
、
高
齢

者
虐
待
防
止
、
早
期
発
見
権
利

擁
護
、
任
意
事
業
の
家
族
支
援

を
行
う
。自

主
防
災
（
区
、
隣
組

を
大
事
に
地
域
の
防
災

力
、
災
害
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
。

（
総
務
部
長
）
５
カ
町
村

の
地
域
防
災
計
画
の
上
に

安
曇
野
市
の
防
災
組
織
を
つ
く

り
積
極
的
に
あ
た
る
。

指
定
管
理
者
制
度
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
に

行
政
と
し
て
初
め
て
公

的
事
業
へ
の
市
場
原
理
の

導
入
に
な
る
。
間
違
っ
て
も
指

定
管
理
者
制
度
を
施
設
管
理
の

安
上
が
り
の
民
間
丸
投
げ
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
導
入

さ
れ
た
所
か
ら
雇
用
、
政
治
腐

敗
、
文
化
施
設
な
ど
サ
ー
ビ
ス

や
質
の
低
下
、
情
報
公
開
な
ど

懸
念
さ
れ
る
。

（
総
務
部
長
）
今
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
の

で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
、

余
計
経
費
が
か
か
っ
て
も
い
け

な
い
。
行
政
側
の
監
督
、
指
導
、

管
理
が
極
め
て
大
事
。
ま
た
公

尊
民
卑
で
は
い
け
な
い
。

桜
・
柳
並
木
の
つ
づ
く
安
曇
野
の
里
に

松
　
澤
　
好
　
哲

議
員
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堀金保育園の入園式
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市
が
所
有
す
る
公
の
施

設
の
管
理
を
、
民
間
を
含

め
た
管
理
者
を
指
定
し
て
運
営

す
る
と
い
う
「
指
定
管
理
者
制

度
」
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
直

営
か
指
定
管
理
者
か
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。
ま
た
こ
の
制
度

の
目
的
は
民
間
の
能
力
を
活
用

し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と

で
あ
る
が
、
現
状
を
ど
う
評
価

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
。

（
市
長
）
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
設
置
目
的
、
性
格
を

総
合
的
に
検
証
し
て
、
利
用
す

る
市
民
の
側
に
立
っ
て
見
る
こ

と
を
基
本
に
検
討
。
こ
の
制
度

は
ま
だ
、
未
熟
な
点
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
ま
た
制
度
の
趣
旨
が

十
分
に
生
か
せ
る
状
況
に
な
い

こ
と
も
十
分
考
慮
し
て
選
別

し
、
今
後
導
入
の
検
討
を
積
極

的
に
続
け
、
初
期
の
目
的
が
達

成
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

（
総
務
部
長
）
今
回
は
、

現
在
の
管
理
委
託
先
を
中

心
に
し
て
、
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
を
図
り
つ
つ
、
今
後
地
域

の
団
体
に
担
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
制
度
の
改
善
は
指

定
期
間
で
あ
る
３
年
後
に

行
う
の
か
。
ま
た
こ
の
制
度
の

大
き
な
目
的
に
経
費
の
削
減
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
か
。

（
総
務
部
長
）
３
年
間
こ

の
ま
ま
で
と
い
う
の
で
は

な
く
、
毎
年
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

て
い
く
。
経
費
の
削
減
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
意
識
改
革
を
促

す
研
修
等
を
進
め
て
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
。

管
理
者
と
し
て
指
定
し

た
民
間
企
業
に
行
政
職
員

を
二
、
三
年
派
遣
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
民
間

感
覚
の
習
得
、職
員
数
の
削
減
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
等
が
行
政

改
革
に
な
り
、
こ
の
制
度
の
趣

旨
、
目
的
に
合
致
す
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

（
市
長
）
職
員
の
資
質
向

上
の
た
め
に
民
間
に
派
遣

し
て
民
間
感
覚
の
優
れ
た
と
こ

ろ
を
行
政
に
生
か
し
て
い
く
と

い
う
機
会
を
積
極
的
に
と
ら
え

て
ご
提
言
を
前
向
き
に
受
け
止

め
て
い
き
た
い
。

国
民
保
護
法
に
よ
る

国
民
保
護
計
画
作
成
の

現
状
と
今
後
は

国
民
保
護
法
に
よ
り
安

曇
野
市
国
民
保
護
計
画
を

18
年
度
中
に
作
成
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
安
曇
野
市
国
民
保
護
協
議

会
が
諮
問
機
関
と
し
て
、
さ
ら

に
そ
の
た
め
に
は
２
つ
の
条
例

が
必
要
で
あ
る
。
安
曇
野
市
と

し
て
の
基
本
的
考
え
と
、
今
後

の
予
定
は
。

（
市
長
）
住
民
の
身
の
安

全
と
い
う
共
通
し
た
部
分

で
地
域
防
災
計
画
と
あ
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
。
長
野
県
の
国

民
保
護
計
画
に
基
づ
い
て
、
18

年
度
中
に
安
曇
野
市
に
お
い
て

２
つ
の
条
例
制
定
、
安
曇
野
市

国
民
保
護
協
議
会
の
設
立
、
国

民
保
護
計
画
の
策
定
を
行
う
予

定
。（

総
務
部
長
）
６
月
議
会

に
上
程
を
予
定
し
、
な
る

べ
く
早
急
に
立
ち
上
げ
に
向
け

て
の
準
備
に
入
り
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
今
後
の
方
向
は
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本
年
４
月
施
行
の
障
害

者
自
立
支
援
法
に
つ
い

て
、
10
月
制
度
実
施
へ
向
け
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

ま
た
、
認
定
審
査
会
の
持
ち
方

は
。（

健
康
福
祉
部
長
）
４
月

か
ら
変
更
と
な
る
利
用
者

負
担
等
に
つ
い
て
説
明
会
の
実

施
や
通
知
の
発
送
を
し
て
い

る
。
障
害
区
分
の
認
定
は
、
２

次
判
定
は
松
本
広
域
連
合
で
行

い
、
６
月
頃
か
ら
認
定
に
係
る

作
業
を
進
め
る
。

近
年
、
新
潟
県
中
越
地

震
等
の
大
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
特
に
安
曇
野
市
は
糸

魚
川
静
岡
構
造
線
上
に
あ
っ
て

近
い
将
来
に
お
け
る
大
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
の
調
査

報
告
も
あ
り
、
そ
の
対
策
が
急

務
と
考
え
る
。
阪
神
淡
路
大
災

害
で
は
、
死
亡
者
の
８
割
強
が

住
宅
・
建
築
物
の
破
壊
等
に
よ

る
圧
迫
死
で
、
そ
の
９
割
が
古

い
木
造
住
宅
で
あ
っ
た
と
の
報

告
が
あ
る
。
市
で
は
木
造
住
宅

の
耐
震
化
促
進
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
昭
和

56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
一
戸
建
て
で
在
来
工
法
の

木
造
住
宅
を
対
象
に
、
県
の

「
す
ま
い
の
安
全
と
う
か
い
防

止
対
策
事
業
」
を
受
け
て
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
最
初
に
簡
易
診

断
を
行
い
、
補
強
工
事
が
必
要

だ
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い

て
は
、
希
望
に
よ
り
精
密
診
断

を
実
施
す
る
も
の
で
、
無
料
で

診
断
を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

診
断
の
結
果
、
危
険
と
診
断
さ

れ
補
強
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

工
事
費
の
２
分
の
１
、
60
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
、
県
と

市
で
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
。

18
年
度
よ
り
市
内
全
地
域
で
実

施
す
る
も
の
で
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
制
度
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

耐
震
補
強
工
事
の
自
己

資
金
に
つ
い
て
「
耐
震
化

資
金
あ
っ
せ
ん
融
資
制
度
」
の

創
設
を
提
案
し
た
い
。
市
が
金

融
機
関
に
資
金
を
預
託
し
、
利

用
者
が
金
融
機
関
を
通
じ
て
低

金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
制

度
を
、
耐
震
改
修
の
推
進
の
柱

と
し
て
は
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
提
案

の
融
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
県
の
動
向
等
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
発
生
を
想
定
し
、

危
機
管
理
室
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
住
民
や
消
防
組
織
等

と
連
携
し
情
報
収
集
・
伝
達
を

含
め
た
実
践
的
な
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
計
画
は
。

（
市
長
）
防
災
と
危
機
管

理
を
兼
務
の
課
長
が
務
め

て
い
た
が
、
県
警
か
ら
１
名
警

部
補
級
の
方
の
派
遣
を
い
た
だ

き
、
危
機
管
理
室
を
分
離
さ
せ

て
そ
の
方
を
中
心
に
危
機
管
理

計
画
を
構
築
し
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）
総
合
防
災

訓
練
は
、
新
年
度
中
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

障
害
者
へ
の
支
援
と
地
震
へ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
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旧
穂
高
町
の
温
泉
郷

は
、
先
人
並
び
に
先
輩
た

ち
が
辛
苦
の
末
、
引
湯
し
た
安

曇
野
市
に
と
っ
て
も
、
又
全
国

的
に
も
誇
れ
る
財
産
で
あ
る
。

現
在
中
断
し
て
い
る
事
業
を
、

安
曇
野
観
光
の
構
築
の
た
め
早

期
に
検
討
再
開
す
べ
き
と
思

い
、
今
後
の
方
向
性
を
聞
き
た

い
。（

市
長
）
安
曇
野
市
に
は

魅
力
あ
る
ポ
イ
ン
ト
が
数

多
く
存
在
す
る
。
堀
金
に
は

「
ほ
り
で
〜
ゆ
」
を
中
心
に
物

産
セ
ン
タ
ー
、
三
郷
に
は
「
フ

ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
」、
そ
し
て
豊

科
に
は
「
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
中
心

に
遊
水
池
、
明
科
に
は
す
ば
ら

し
い
眺
望
の
長
峰
山
、
そ
し
て

三
川
合
流
地
帯
を
中
心
と
し
た

川
の
眺
め
等
、
こ
れ
ら
を
い
か

に
う
ま
く
組
合
せ
て
安
曇
野
市

の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く
か

問
わ
れ
て
く
る
中
、
や
は
り
拠

点
づ
く
り
と
い
う
も
の
は
必
要

で
あ
る
。
天
然
温
泉
は
い
ま
だ

に
観
光
の
一
つ
の
大
き
な
要
素

と
理
解
し
て
い
る
。
良
質
な
天

然
温
泉
を
活
用
し
賑
わ
い
を
創

出
し
、
地
域
住
民
の
健
康
福
祉

と
い
っ
た
も
の
、
ま
た
、
観
光

に
関
す
る
情
報
発
信
の
基
地
と

様
々
の
機
能
が
、
し
ゃ
く
な
げ

荘
整
備
事
業
に
は
期
待
で
き
る

わ
け
で
あ
る
。
今
後
ど
う
構
築

し
て
い
く
か
安
曇
野
市
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
し
ゃ
く
な
げ
荘
整
備

検
討
事
業
も
一
時
中
断
し
て
い

る
が
、
市
民
、
議
員
の
皆
様
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
れ
ば

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、
こ
の

事
業
を
再
開
し
て
い
く
。

自
主
防
災
組
織
及
び

公
共
施
設
へ
の

携
帯
無
線
の
配
備
は

大
災
害
時
、
被
害
軽
減

に
は
送
受
信
可
能
な
無
線

機
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
各
地
域
の
同
報
系
無
線
の
切

り
替
え
時
期
が
逐
次
く
る
と
思

わ
れ
る
。
災
害
時
に
安
曇
野
全

域
に
一
斉
放
送
が
可
能
な
体
制

を
整
え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

統
一
化
に
は
大
き
な
予
算
も
必

要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
年
次
計
画
を
、
ま
た
、
各

施
設
、
組
織
へ
の
携
帯
無
線
の

配
備
の
現
況
も
合
わ
せ
て
聞
き

た
い
。

（
総
務
部
長
）
組
織
と
公

共
施
設
へ
の
携
帯
無
線
の

配
備
は
、
豊
科
、
穂
高
地
域
に

お
い
て
は
、
移
動
系
の
無
線
あ

る
い
は
車
載
型
を
出
先
等
の
公

共
施
設
に
配
備
し
て
き
た
経
過

が
あ
る
。
有
事
の
際
に
災
害
対

策
本
部
と
防
災
関
係
機
関
、
生

活
関
連
機
関
、
避
難
所
等
々
を

結
び
、
相
互
に
情
報
の
収
集
連

絡
が
当
然
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
他
に
学
校
、
福
祉
、
医
療

機
関
等
に
配
備
し
、
無
線
機
を

通
じ
迅
速
な
情
報
伝
達
を
行

い
、
的
確
な
救
護
、
救
済
活
動

を
行
う
に
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
こ
の
整
備
全
体
事
業
費
に

約
28
億
円
か
か
る
わ
け
で
あ
る

が
、
19
年
度
か
ら
23
年
度
を
想

定
し
、
特
例
債
を
活
用
し
な
が

ら
順
次
進
め
て
い
く
。

か
じ
か
の
里
公
園
の

か
じ
か
橋
の
更
新
は

（
産
業
観
光
部
長
）
閉
鎖

後
９
カ
月
を
経
過
し
て
い

る
が
、
今
後
地
元
代
表
者
、
学

識
経
験
者
に
よ
る
橋
の
存
続
に

つ
い
て
検
討
し
、
結
論
を
出
し

て
い
く
。

し
ゃ
く
な
げ
荘
整
備
検
討
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
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「
文
字
・
活
字
文
化
振

興
法
」
が
昨
年
成
立
し
、

市
町
村
に
図
書
館
の
設
置
充

実
・
学
校
図
書
館
や
授
業
の
質

の
向
上
を
求
め
て
い
る
。
国
策

を
真
摯
に
受
け
と
め
図
書
館
の

整
備
充
実
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

幸
い
、
豊
科
・
穂
高
・
三
郷

地
域
で
は
す
で
に
基
金
積
立
、

国
の
交
付
金
支
援
も
あ
り
財
政

準
備
が
さ
れ
て
い
る
。
合
併
特

例
債
と
組
み
早
急
に
建
設
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

（
市
長
）
豊
科
・
穂
高
・

三
郷
の
３
地
区
そ
れ
ぞ
れ

計
画
が
進
ん
で
い
た
が
、
機
能

や
規
模
な
ど
全
市
的
に
改
め
て

見
直
し
、
再
検
討
す
る
。
す
ぐ

に
は
で
き
な
い
。

（
教
育
次
長
）
現
在
２
週

間
に
一
度
建
設
検
討
委
員

会
を
開
い
て
い
る
。
旧
３
町
村

の
計
画
の
基
本
的
部
分
と
経
緯

を
尊
重
し
、
９
月
頃
に
は
結
論

を
出
し
た
い
。

子
供
の
「
読
書
ば
な
れ

活
字
ば
な
れ
」
を
解
消
す

べ
く
学
校
図
書
（
教
職
員
図
書

含
む
）を
整
備
充
実
さ
れ
た
い
。

（
教
育
長
）
17
校
の
蔵
書

数
は
、
学
校
図
書
基
準
に

３
校
が
足
り
な
い
が
、
殆
ど
の

学
校
は
上
回
っ
て
い
る
。
各
学

校
か
ら
の
予
算
要
求
を
尊
重
し

検
討
し
て
い
く
。
職
員
図
書
に

つ
い
て
は
、学
校
格
差
が
あ
る
。

先
生
方
の
希
望
を
聞
き
充
実
し

て
い
く
。

合
併
が
た
め
事
業
の

先
送
り
と
な
ら
な
い

機
敏
な
行
政
執
行
を
　
　

合
併
を
想
定
し
動
き
出

し
て
い
る
事
業
（
例
　
給

食
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
）
は
先

送
り
し
な
い
。
ま
た
、
必
要
な

施
設
の
（
例
　
本
庁
舎
）
は
出

来
る
か
ぎ
り
早
期
建
設
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
合
併
が
あ
っ
た

た
め
事
業
を
先
送
り
し
て

い
く
つ
も
り
は
な
い
。
市
と
し

て
見
直
す
た
め
の
一
呼
吸
は
必

要
。
本
庁
者
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
議
論
を
す
る
な
か
で
遅
れ

な
い
よ
う
タ
イ
ム
リ
ー
に
着
実

に
や
っ
て
い
く
。

行
政
の
信
頼
感
の

確
立
に
つ
い
て

「
民
信
無
く
ば
立
た
ず
」

と
多
く
の
人
に
引
用
さ
れ

て
い
る
格
言
が
あ
る
。
新
市
発

足
の
今
こ
そ
大
切
に
し
た
い
言

葉
で
あ
り
、
住
民
は
行
政
を
行

政
は
住
民
を
信
頼
し
合
う
、
協

働
・
協
調
が
大
切
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
住
民
と
の
信
頼

感
と
い
う
こ
と
は
大
変
大

切
で
あ
る
。
協
働
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
誤
解
さ
れ
る
と
今

後
自
治
体
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
の
で
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

旧
町
村
間
に
お
け
る
信

頼
感
の
構
築
に
つ
い
て
、

旧
町
村
間
に
見
ら
れ
る
負
債
の

平
準
化
・
課
税
の
公
平
性
と
徴

収
率
の
平
準
化
を
考
え
た
い
が

ど
う
か
。

（
市
長
）
借
金
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
違
う
と
こ
ろ

が
一
緒
に
な
っ
た
の
で
取
り
上

げ
て
問
題
に
す
る
の
は
慎
む
べ

き
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
総
務
部
長
）
税
徴
収
率

の
差
異
は
地
域
性
や
徴
収

収
納
部
門
の
体
制
の
不
均
衡
と

推
定
さ
れ
る
。
徴
収
率
低
下
の

原
因
を
追
究
し
対
応
し
て
い

く
。

安
曇
野
の
品
格
を
高
め
る
読
書
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

山
　
田
　
高
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今
年
は
異
常
な
渇
水
で

県
民
運
動
場
の
北
の
憩
い

の
池
が
涸
れ
、
近
く
の
山
葵
畑

も
水
が
な
く
な
っ
た
が
此
の
様

な
渇
水
が
毎
年
お
こ
る
の
か
心

配
で
あ
る
、
水
資
源
対
策
協
議

会
の
活
動
と
市
内
に
あ
る
観
測

井
戸
の
観
測
状
況
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
観
測

井
戸
は
９
本
、
下
水
道
関

係
で
７
本
あ
る
、
本
年
３
月
ま

で
の
結
果
を
解
析
し
て
調
査
結

果
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

湧
水
近
く
で
丘
砂
利
採

取
が
行
わ
れ
て
い
る
が
規

制
は
出
来
な
い
も
の
か
。

（
市
長
）
砂
利
採
取
に
つ

い
て
も
今
後
何
ら
か
の
規

制
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

汚
染
の
検
査
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
環
境
課
長
）
汚
染
関
係

の
調
査
は
、
豊
科
年
２
回
、

穂
高
年
１
回
、
三
郷
毎
月
で
検

査
し
て
い
る
。
大
腸
菌
に
つ
い

て
は
一
部
検
出
さ
れ
て
い
る

が
、
科
学
物
質
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
問
題
な
い
。

地
下
水
の
涵
養
に
つ
い
て

山
葵
田
湧
水
群
は
名
水

100
選
に
も
指
定
さ
れ
、
安

曇
野
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ

る
、
地
下
水
の
涵
養
の
た
め
、

工
場
、
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど

雨
水
の
地
下
浸
透
枡
の
設
置
、

ま
た
、
補
助
金
制
度
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

（
市
長
）
地
下
水
の
涵
養

に
つ
い
て
は
極
め
て
必
要

で
あ
り
、
条
例
に
ま
で
で
き
る

か
ど
う
か
、
で
き
た
ら
何
ら
か

の
手
を
打
っ
て
い
く
。
今
後
そ

う
い
っ
た
条
例
で
、
効
果
が
上

が
る
か
ど
う
か
、
研
究
し
て
い

き
た
い
。安

曇
野
の
地
下
水
は
こ

の
地
に
住
む
人
た
ち
の
共

有
の
財
産
で
あ
り
、
生
き
て
い

く
た
め
の
大
切
な
命
の
水
で
、

無
限
で
は
な
い
。
次
の
世
代
に

残
し
伝
え
る
た
め
に
は
、
条
例

を
つ
く
っ
て
地
下
水
採
取
の
規

制
が
必
要
と
思
う
が
、
考
え
は

ど
う
か
。

（
市
長
）
行
く
行
く
は
地

下
水
を
保
全
す
る
意
味

で
、
条
例
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
、
環

境
基
本
計
画
が
こ
れ
か
ら
策
定

さ
れ
る
。
そ
の
中
に
地
下
水
等

に
関
わ
る
部
分
が
か
な
り
出
て

く
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

そ
れ
に
向
け
て
研
究
し
て
い

く
。

地
下
水
の
保
全
に
つ
い
て

等
々
力
　
　
　
等

議
員
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� � ���
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品
目
的
横
断
経
営
安
定

対
策
は
、
認
定
農
家
４
~
、

集
落
営
農
は
20
~
が
計
画
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
市
の
状
況

は
。（

市
長
）
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
、
と
り
わ
け
当
市
は
、
田
園

都
市
を
目
指
し
て
、
農
業
を
い

か
に
支
援
し
て
い
く
か
が
大
事

な
施
策
に
な
る
と
思
う
。
集
落

営
農
は
、
な
か
な
か
難
し
い
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
時
間
を
か

け
て
営
農
者
、
農
業
者
と
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、
Ｊ
Ａ
と
連
携

を
強
め
て
い
く
。

（
産
業
観
光
部
長
）
16
年
、

17
年
、
18
年
度
の
水
田
ビ

ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
各
地
区
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
19
年
度
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
が

済
み
、
18
年
度
９
月
頃
に
組
織

化
で
き
な
い
と
19
年
度
に
間
に

合
わ
な
い
。
対
象
外
の
農
家
に

つ
い
て
は
、
市
と
し
て
振
興
作

物
の
普
及
、
特
定
作
物
を
特
定

し
て
普
及
支
援
し
て
い
く
。
特

産
物
の
補
助
は
現
行
ど
お
り
お

こ
な
う
。ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

は
現
在
年
間
輸
入
で
76
万

７，
０
０
０
o
が
500
万
o
も
の

輸
入
と
見
込
ま
れ
て
い
る
中
で

市
の
対
応
は
。

（
市
長
）
大
変
厳
し
い
環

境
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

行
政
も
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
状
況
に
あ
る
。

（
産
業
観
光
部
長
）
集
落

の
中
で
自
分
た
ち
が
生
き

残
り
、
力
を
合
わ
せ
て
合
意
形

成
を
し
、
し
っ
か
り
し
た
農
業

経
営
を
し
て
い
け
る
体
制
を
、

つ
く
っ
て
い
た
だ
く
話
し
合
い

を
今
、
し
て
い
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

高
齢
者
人
口
の
増
加
、

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
増

加
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
の

３
点
を
わ
が
国
が
こ
れ
か
ら
迎

え
る
。
４
月
か
ら
改
定
さ
れ
る

介
護
保
険
料
は
、
３，
９
１
０

円
と
提
案
さ
れ
、
税
制
改
革
に

よ
る
控
除
の
廃
止
や
縮
小
に
よ

り
保
険
料
の
引
き
上
げ
と
な
る

高
齢
者
も
多
く
、
施
設
入
所
者

は
、
食
事
、
部
屋
代
が
自
費
と

な
り
、
大
変
で
あ
る
。
こ
れ
へ

の
援
助
が
市
と
し
て
で
き
る
の

か
。（

市
長
）
軽
減
措
置
等
を

も
っ
て
、
本
当
に
困
っ
て

い
る
方
は
そ
れ
な
り
の
対
策
を

講
じ
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
税
制

改
正
に
よ
り
新
た
に
所
得

税
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
人
た

ち
に
は
激
変
緩
和
措
置
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
、
保
険
料
、
食
事

代
な
ど
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

低
所
得
の
階
層
の
人
た

ち
へ
の
市
独
自
の
減
免
、

減
額
措
置
は
な
い
の
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
現
在

の
と
こ
ろ
市
と
し
て
独
自

の
も
の
は
な
い
が
、
負
担
が
多

く
非
常
に
苦
し
く
な
っ
た
と
い

う
方
は
、
健
康
福
祉
部
と
福
祉

事
務
所
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
相
談

に
き
て
ほ
し
い
。
そ
の
う
え
で

個
別
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

農
業
問
題
と
介
護
保
険

草
　
深
　
　
　
温

議
員
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憩いの池の枯れた湧水口

渇水したわさび畑
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安
曇
野
市
総
合
計
画
の

進
め
方
に
つ
い
て
。
ま
た
、

市
憲
章
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

等
の
決
定
は
い
つ
頃
か
。

（
市
長
）
こ
れ
か
ら
安
曇

野
市
発
展
の
基
と
し
て
、

次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
や

市
民
、
民
間
の
皆
様
方
の
ご
意

見
ご
意
向
と
い
う
も
の
を
し
っ

か
り
入
れ
な
が
ら
、
安
曇
野
の

将
来
が
、
合
併
の
目
標
で
あ
る

安
曇
野
の
豊
か
な
自
然
環
境
・

景
観
を
守
り
な
が
ら
、
暮
ら
し

や
す
さ
と
産
業
発
展
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
田
園
都
市
に
な
る

よ
う
に
、
総
合
計
画
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。
市
の
憲
章
と
か

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
市
花
、

市
木
を
今
後
世
論
ま
た
議
論
を

高
め
る
中
、
本
当
に
将
来
に
向

け
て
ず
っ
と
こ
れ
が
我
々
の
心

の
支
え
に
な
る
よ
う
な
も
の
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

創
造
文
化
都
市
の

提
案
に
つ
い
て

文
化
に
よ
る
都
市
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
創
造
的

仕
事
に
携
わ
る
人
材
の
力
で
市

民
の
創
造
性
を
引
き
出
し
、
環

境
と
教
育
と
い
っ
た
問
題
を
解

決
し
て
い
く
文
化
都
市
の
提
案

に
つ
い
て
。

（
市
長
）
第
一
次
産
業
か

ら
第
三
次
産
業
ま
で
い
ろ

ん
な
形
で
連
携
し
て
の
安
曇
野

づ
く
り
が
必
要
と
思
っ
て
い

る
。地

産
地
消
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
討
を
行

っ
て
い
る
が
、
各
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
新
し
い
安
曇
野
市
の
創

造
に
向
け
て
、
安
曇
野
市
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

土
地
利
用
制
度
に
つ
い
て

土
地
利
用
制
度
の
検
討

策
定
に
つ
い
て
具
体
的
に

は
ど
の
様
な
形
で
進
め
て
い
く

の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
現
在
、

庁
内
の
関
係
職
員
に
よ

り
、
職
員
が
同
一
の
レ
ベ
ル
で

推
進
で
き
る
よ
う
に
情
報
収
集

や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

新
年
度
の
早
い
時
期
に
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
い
。
構
成

は
、
自
治
会
の
代
表
、
各
団
体

の
代
表
、
学
識
経
験
者
、
公
募

委
員
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

観
光
に
よ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

し
ゃ
く
な
げ
荘
改
築
計

画
に
つ
い
て
、
市
観
光
行

政
の
構
築
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
り
、
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い

る
が
、今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

（
市
長
）
一
定
の
ご
理
解

を
頂
く
中
で
、
進
め
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
実
施

方
針
の
内
容
を
よ
く
検
討

し
、
論
議
を
深
め
、
今
後
の
方

針
を
定
め
て
い
き
た
い
。

大
天
荘
に
つ
い
て
、
建

物
自
体
が
か
な
り
老
朽
化

し
つ
つ
あ
る
が
、
ト
イ
レ
等
の

改
修
の
今
後
の
方
針
は
。

（
市
長
）
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
が
、
逐
次
少
し
ず

つ
予
算
を
振
り
当
て
必
要
な
改

修
を
し
て
い
る
。
今
後
、
議
会

の
皆
様
方
の
ご
提
案
等
ま
た
は

市
民
の
要
望
を
い
た
だ
く
な

か
、
決
め
て
行
く
べ
き
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

市
施
設
改
築
の

優
先
順
位
に
つ
い
て

保
育
園
の
改
築
計
画
な

ど
施
設
の
優
先
順
位
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
当
面

は
３
ヵ
年
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
18
年
度
に
は
堀
金
保
育

園
の
用
地
取
得
を
計
画
し
て
い

る
。
併
せ
て
有
明
保
育
園
の
改

築
に
つ
い
て
は
先
日
、
建
設
整

備
検
討
委
員
会
か
ら
２
園
化
が

望
ま
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
の
で
、
慎
重
に
検
討

を
加
え
た
上
で
実
施
し
た
い
。

安
曇
野
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て

吉
　
田
　
ô

男

議
員

��

��

��

�

��

�

���

平
成
14
年
に
公
表
さ
れ

た
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線

に
よ
る
想
定
地
震
で
は
、
震
度

７
の
地
震
に
よ
り
、
建
物
、
人

的
に
甚
大
な
被
害
が
及
ぶ
と
さ

れ
、
想
定
で
は
安
曇
野
市
全
体

で
死
者
263
人
、避
難
者
３
万
１，

５
１
０
人
と
い
う
数
値
が
示
さ

れ
た
。
そ
こ
で
防
災
対
策
、
危

機
管
理
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要

課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
市

長
に
防
災
対
策
、
危
機
管
理
に

関
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
聞
き

た
い
。

（
市
長
）
災
害
発
生
を
未

然
に
防
い
で
被
害
を
さ
ら

に
軽
減
し
て
い
く
た
め
に
、
防

災
に
関
す
る
計
画
と
そ
の
策
定

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
大
変
大

き
な
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
行
政
の
責
務
と
い
う
も
の

は
本
来
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
常
に
防

災
に
つ
い
て
も
そ
の
時
そ
の
時

で
最
善
を
尽
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
と
思
う
。

災
害
用
備
蓄
品
の
現
在

の
保
管
状
況
及
び
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
現
在
、
米

類
、
め
ん
類
、
乾
パ
ン
類

で
約
１
万
２，
０
０
０
食
あ
る
。

毛
布
類
が
１，
１
２
０
枚
、
飲

料
水
用
袋
が
５，
５
０
０
枚
、

肌
着
が
300
セ
ッ
ト
、
発
電
機
及

び
投
光
機
が
９
台
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
200
個
、ほ
か
に
は
救
急
箱
、

担
架
、
紙
お
む
つ
、
排
水
ポ
ン

プ
、
増
水
機
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

な
ど
が
あ
る
。

安
曇
野
市
地
域
防
災
計

画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
計

画
概
要
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
新
年
度
に

は
、
安
曇
野
市
防
災
会
議

を
立
ち
上
げ
、
18
年
度
内
に
安

曇
野
市
地
域
防
災
計
画
を
作
成

し
て
い
く
予
定
。

現
在
の
自
主
防
災
組
織

の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
２
月
末
現

在
で
83
行
政
区
中
40
の
行

政
区
に
お
い
て
組
織
化
を
し
て

お
り
、
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
は
職
員
が
支
援
を
し
、

組
織
化
を
図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
安

全
に
避
難
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
は
、
要
援
護

者
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
関

係
上
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。（

総
務
部
長
）
個
々
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
る
方
法
を

考
え
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組

織
の
方
々
か
ら
の
助
け
合
い
が

な
け
れ
ば
要
援
護
者
の
皆
さ
ん

の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。

６
つ
の
庁
舎
に
分
散
を

し
て
い
る
安
曇
野
市
の
現

況
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
対
応
策
を
再
度

市
長
に
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
組
織
上
、
防
災

と
一
緒
に
な
っ
て
い
た
も

の
を
危
機
管
理
室
長
を
置
い
て

独
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
こ
を
中
心
に
今
後
の
防

災
対
策
、
危
機
管
理
の
体
制
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
積
み
重
ね
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
安
曇
野
市
10
万
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
安
心
・

安
全
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る

上
か
ら
も
防
災
対
策
の
強
化
と

危
機
管
理
意
識
の
啓
発
へ
の
取

組
を
要
望
す
る
。

防
災
対
策
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

宮
　
下
　
明
　
博

議
員
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社
会
教
育
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
な
か
で
各
種
団
体
の
皆
さ

ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
子
供
達

の
教
育
を
し
て
い
ま
す
。
社
会

教
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る

今
後
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
ま
た
体
育
協
会
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
。

（
市
長
）
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
が
子
供
た
ち
の
健
全

な
育
成
の
た
め
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
子
供
達
が
健
や
か
に
育
つ
な

か
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
い
う

こ
と
は
大
変
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

よ
う
な
流
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

け
ば
健
康
増
進
に
も
大
い
に
役

立
つ
と
考
え
ま
す
。
真
剣
に
取

り
組
み
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
次
長
）
新
年
度
社

会
教
育
課
内
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
い
う
よ
う
な
係
も
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
体
育
協

会
関
連
も
18
年
度
予
算
前
年
度

並
み
計
上
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

基
本
的
に
は
体
協
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
き
活
動
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

（
総
合
ス
ポ
ー
ツ

講
演
構
想
）
に
つ
い
て

構
想
の
一
つ
と
し
て
市

営
の
球
場
（
安
曇
野
ス
タ

ジ
ア
ム
）
を
企
画
計
画
し
て
は

ど
う
か
。
安
曇
野
市
内
に
は
正

式
な
球
場
が
な
い
。
た
ま
た
ま

明
科
押
野
山
に
高
速
道
路
（
長

野
道
）
の
建
設
の
折
り
土
取
り

場
あ
と
地
（
市
所
有
地
）
が
あ

る
。有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

（
市
長
）「
野
球
場
の
提
案

に
つ
い
て
地
区
内
に
野
球

場
が
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
思

い
も
あ
る
。
体
育
施
設
あ
る
い

は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
球
場
等
要

望
多
分
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

市
と
し
て
の
方
向
も
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。
提
言
い
た

だ
い
た
押
野
地
籍
で
す
が
一
つ

の
選
択
肢
と
し
て
認
識
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
う
。

（
教
育
次
長
）
ス
ポ
ー
ツ

公
園
構
想
は
検
討
し
て
い

く
べ
き
事
項
だ
と
思
っ
て
い

る
。
旧
明
科
町
に
お
い
て
取
得

し
て
あ
る
土
取
場
は
８
・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
る
。
球
場
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
長
申

し
ま
し
た
と
お
り
こ
れ
か
ら
の

検
討
課
題
と
い
う
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。

道
路
整
備
事
業
と
河
川
水
路

改
修
整
備
事
業
に
つ
い
て

県
道
明
科
穂
高
線
の
道

巾
が
狭
く
歩
道
も
な
い
市

の
東
の
玄
関
口
で
も
あ
り
主
要

東
西
線
で
あ
る
。
測
量
設
計
等

は
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
常
盤

橋
か
ら
安
曇
橋
の
区
間
平

成
12
年
地
元
説
明
会
が
行
わ

れ
、
測
量
設
計
等
の
了
解
を
得

て
い
た
が
、
県
の
財
政
状
況
と

公
共
事
業
費
削
減
の
た
め
、
道

路
に
つ
い
て
は
先
き
お
く
り
、

常
盤
橋
に
つ
い
て
は
既
に
45
年

を
経
過
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、巾
員
５
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、

早
期
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
に
、

県
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
北
穂

高
地
区
河
川
水
路
改
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
県
と
十
分
に

協
議
し
て
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

市
営
球
場（
安
曇
野
市
ス
タ
ジ
ア
ム
）
建
設
の
提
案

N

山
　
一
　
榮

議
員
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市
総
合
庁
舎
の

早
期
建
設
を
求
め
る

安
曇
野
市
が
誕
生
し
て

五
カ
月
が
経
過
し
た
。

議
会
、
市
長
部
局
・
教
育
委

員
会
等
の
本
庁
機
能
は
、
元
南

安
自
治
会
館
・
県
南
安
合
同
庁

舎
一
部
借
用
・
各
総
合
支
所
に

分
散
（
分
庁
方
式
）
を
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

行
政
の
組
織
に
は
、
縦
の
命

令
系
統
・
横
の
連
絡
が
あ
る

が
、
そ
の
行
政
組
織
の
確
立
や

要
求
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
性
か
ら

見
て
、
行
政
運
営
上
不
都
合
と

非
効
率
を
招
い
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
市
民
か
ら
「
各
部
に

関
わ
る
専
門
的
問
題
が
支
所
で

は
解
決
が
で
き
ず
不
都
合
で
あ

る
」
と
の
声
を
多
く
聞
く
。

八
百
兆
円
に
も
上
回
る
国
の

借
金
の
結
果
、
三
位
一
体
の
財

政
改
革
・
地
方
へ
の
財
源
委

譲
・
地
方
交
付
税
や
各
種
補
助

金
の
削
減
が
想
定
さ
れ
る
不
透

明
の
状
況
下
、
人
件
費
削
減
を

す
る
た
め
、
ま
た
、
市
民
の
一

体
感
を
図
る
た
め
に
も
市
総
合

庁
舎
の
早
期
建
設
は
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
市
総
合
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
は
安
曇
野
地

域
合
併
協
議
会
で
大
き
な
課
題

と
し
て
協
議
が
さ
れ
た
経
過
が

あ
る
。

分
庁
方
式
で
ス
タ
ー
ト
は
し

た
が
、
今
日
地
方
自
治
体
改

革
・
行
財
政
の
効
率
化
は
極
め

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
折
か

ら
定
員
や
人
件
費
等
の
総
枠
の

見
直
し
の
命
題
も
あ
る
。
庁
舎

建
設
は
早
期
に
目
処
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

市
民
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス

を
考
え
、
規
模
・
場
所
・
内
容

等
を
詰
め
て
建
設
構
想
を
立
て

た
い
。
同
時
に
本
庁
舎
の
み
な

ら
ず
、
老
朽
化
・
狭
隘
化
等
が

進
ん
で
い
る
支
所
に
つ
い
て

も
、
今
後
の
利
用
も
含
め
総
合

的
に
検
討
を
し
た
い
。
四
年
間

の
間
に
市
民
合
意
が
で
き
、
建

設
・
竣
工
で
き
れ
ば
嬉
し
い
こ

と
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
ま

で
い
か
な
く
て
も
道
筋
・
実
施

の
計
画
は
、
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。

市
と
区
の
関
係
に
つ
い
て

区
へ
の
市
民
参
加
を
求
め

市
行
政
の
対
応
を
伺
う

市
民
の
社
会
生
活
環
境

は
、
核
家
族
化
が
進
み
高

齢
者
家
庭
が
増
え
て
い
る
一

方
、
個
人
権
利
の
主
張
を
唱
え

て
、
区
に
参
加
さ
れ
な
い
方
が

大
変
多
く
見
ら
れ
る
。

今
後
の
社
会
情
勢
・
経
済
の

動
向
・
地
方
行
政
の
お
か
れ
た

状
況
を
踏
ま
え
る
な
か
、
市
民

の
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
に

は
、
な
に
よ
り
市
民
と
市
民
が

協
力
し
合
う
住
民
協
働
が
、

益
々
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
が
区
・
自
治
会
に
参
加

を
義
務
づ
け
る
条
例
の
制
定
、

も
し
く
は
参
加
宣
言
に
よ
り
区

へ
の
市
民
参
加
を
求
め
る
た
め

の
意
思
を
示
す
考
え
は
な
い

か
。（

助
役
）
条
例
制
定
は
憲

法
上
、
大
変
難
し
い
課
題

で
あ
る
。

従
っ
て
参
加
さ
れ
な
い
方
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に
、

市
と
し
て
も
一
生
懸
命
努
力
を

し
て
行
く
。

行
政
改
革
に
伴
う
総
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

小
　
林
　
紀
　
之

議
員
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継
続
事
業
、
合
併
協
定

書
は
遵
守
か
、
尊
重
か
。

（
市
長
）
既
に
着
工
・
計

画
済
み
は
、
そ
れ
を
継
続

す
る
。
合
併
協
定
あ
る
い
は
そ

の
他
の
地
域
継
続
事
業
に
つ
い

て
は
、
尊
重
し
て
行
く
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。
新
市
の
将
来
を

見
な
が
ら
変
更
、改
善
を
加
え
、

合
意
の
下
で
事
業
を
行
っ
て
い

く
。

土
地
利
用
計
画
の
検

討
、
策
定
の
今
後
に
つ
い

て
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
３
年

位
で
あ
る
程
度
の
方
針
を

固
め
て
、
残
り
２
年
で
合
意
を

得
な
が
ら
手
続
き
な
ど
も
行

い
、
最
終
的
に
５
年
を
目
途
に

ル
ー
ル
作
り
に
当
た
り
た
い
。

当
面
５
年
間
の
開
発
行

為
に
対
し
て
、
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
旧
５

町
村
が
進
め
て
き
た
地
域

ご
と
の
指
導
要
綱
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
対
応
し
て
行
か
ざ
る

を
得
な
い
。

安
曇
野
市
の
適
正
人
口

受
容
能
力
、
目
標
設
定
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
総
合

計
画
を
立
て
る
に
当
た
っ

て
、
一
番
基
本
目
標
に
な
る
の

は
人
口
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
は
10
年
後
、
10

万
５
千
人
と
設
定
し
て
い
る
。

今
後
、
人
口
の
受
け
皿
、
産
業

別
の
受
け
皿
を
含
め
、
自
然
環

境
面
や
景
観
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
し
て
目
標
設
定
を
考
え

て
い
く
。将

来
必
要
と
な
る
投
資

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
公

共
建
物
が
展
望
さ
れ
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市
民

の
要
望
、
利
用
の
実
体
等

を
含
め
、
調
査
研
究
し
て
い
く

過
程
と
な
る
。
安
曇
野
市
の
公

共
施
設
は
、
類
似
市
と
比
較
し

て
も
遜
色
な
い
ほ
ど
数
は
そ
ろ

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
機
能
や

規
模
的
に
見
る
と
、
市
と
し
て

適
正
規
模
な
の
か
と
い
う
部
分

が
あ
り
、
市
役
所
、
市
民
会
館

な
ど
と
い
う
一
体
的
な
も
の
、

総
合
的
な
も
の
が
無
い
。
総
合

計
画
の
中
で
、
市
民
の
要
望
と

必
要
性
を
検
討
す
る
。

審
議
会
、
協
議
会
、
委

員
会
な
ど
の
位
置
づ
け
と

は
。（

市
長
）
行
政
内
部
だ
け

で
全
て
政
策
形
成
を
行
っ

て
い
く
の
で
は
な
く
、
準
備
段

階
か
ら
外
部
の
方
々
の
意
見
を

聞
く
と
い
う
の
が
、
審
議
会
、

協
議
会
、
委
員
会
だ
ろ
う
と
思

う
。
い
ず
れ
も
政
策
決
定
に
至

る
ま
で
の
参
考
と
し
て
の
意
見

書
、
答
申
書
、
報
告
書
で
あ
り
、

施
策
の
意
思
決
定
に
つ
な
げ
て

行
く
。
最
終
的
に
は
議
会
の
承

認
を
得
て
決
め
て
い
く
。

自
主
防
災
の
名
実
伴
う

環
境
づ
く
り
を
。

（
総
務
部
長
）
自
主
防
災

組
織
の
活
動
へ
の
参
加

は
、
他
人
の
た
め
に
や
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自

身
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
市
民
に
も
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

18
年
度
中
に
は
地
域
防
災
計
画

を
作
っ
て
行
く
。
避
難
場
所
・

施
設
の
問
題
も
計
画
の
中
に
き

ち
ん
と
位
置
づ
け
て
い
く
。
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安
曇
野
の
健
全
な
発
展
を
！

藤
　
森
　
康
　
友

議
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338
億
円
（
市
民
一
人
当

た
り
34
万
５
０
０
０
円
）

の
新
年
度
予
算
は
、
市
民
要
望

の
福
祉
・
教
育
・
環
境
・
子
育

て
支
援
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
市
長
）
財
源
が
予
想
以

上
に
少
な
い
た
め
基
金
の

取
り
崩
し
を
し
た
。
19
年
度
か

ら
先
、
見
通
し
が
た
た
な
い
状

況
だ
。
社
会
保
障
費
は
市
の
責

務
で
増
え
て
い
く
も
の
で
、
重

点
的
に
考
え
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
っ

て
、
市
職
員
の
関
与
が
弱
ま
る

「
小
さ
い
自
治
体
」
で
い
い
の

だ
ろ
う
か
。

（
市
長
）
体
育
館
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
で
効
果

が
あ
が
っ
て
い
る
例
が
東
京
に

あ
る
。
行
政
が
す
べ
て
の
要
望

を
受
け
る
時
代
で
は
な
い
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
網
の
基
礎
づ
く
り

安
曇
野
市
内
を
結
ぶ
バ

ス
路
線
の
ル
ー
ト
と
し

て
、
明
科
駅
・
田
沢
駅
・
日
赤

病
院
・
豊
科
駅
・
穂
高
駅
を
提

案
す
る
が
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
距
離
、

時
間
、
経
費
の
検
証
を
し

て
、
仮
想
ル
ー
ト
を
つ
く
り
た

い
。
デ
マ
ン
ド
交
通
、
市
営
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
総
合
的
に
一
つ
の
交
通

体
系
を
つ
く
り
た
い
。

東
近
江
市
で
は
、
て
ん

ぷ
ら
廃
油
を
精
製
し
た
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
市
営
バ
ス
に

使
用
し
て
い
る
が
当
市
の
環
境

施
策
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
京
都

市
、
長
野
市
、
松
本
市
で

は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
公
用
車
な
ど
に
利

用
し
て
い
る
。
上
越
市
の
事
例

も
あ
り
、
今
後
用
途
を
含
め
研

究
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

中
山
間
地
域
の
土
台
づ
く
り

中
山
間
地
域
は
里
山
と

し
て
当
市
を
形
成
す
る
土

台
を
つ
く
る
も
の
だ
が
、
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
や
農

林
漁
業
の
振
興
に
ど
れ
だ
け
力

を
い
れ
る
つ
も
り
な
の
か
。

（
市
長
）
当
市
の
山
林
、

里
山
の
自
然
の
恩
恵
は
は

か
り
知
れ
な
い
。
森
林
保
全
は

市
と
し
て
も
各
方
面
に
働
き
か

け
努
力
し
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
中
山

間
地
の
農
業
振
興
は
農
地

の
遊
休
・
荒
廃
防
止
、
環
境
保

全
、
治
水
の
面
で
も
重
要
だ
。

緑
の
少
年
団
の
活
動
支
援
、
学

有
林
の
整
備
、
除
間
伐
の
整
備

支
援
、
森
林
大
学
で
里
山
保
全

に
努
め
た
い
。

当
市
の
田
園
都
市
構
想

は
都
市
と
田
園
、
自
然
と

開
発
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
助
役
）
当
市
は
田
園
都

市
の
形
態
を
な
し
て
い
る

と
思
う
。
田
園
の
占
め
る
ウ
ェ

ー
ト
は
高
く
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
づ
け
て
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
た

い
。

新
年
度
予
算
の
考
察
と
課
題

下
　
里
　
喜
代
一

議
員

��

�

�

�

��

��

�

�

��

農地の中に点々と進むミニ開発

市営バス「潮沢線」
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�
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ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に

つ
い
て
。
新
市
誕
生
は
、

内
外
の
評
価
も
高
く
市
民
の
期

待
も
大
き
い
。
新
市
将
来
構
想

に
示
さ
れ
て
い
る
高
い
理
想
を

実
現
す
る
た
め
に
、
基
本
と
な

る
ル
ー
ル
が
必
要
で
は
な
い

か
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。田

園
都
市
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
田
園
都
市
と
は

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の

か
。
ま
た
、
新
市
の
基
本
理
念

の
一
つ
で
あ
る
協
働
に
つ
い

て
、
ど
う
定
義
す
る
か
。

（
市
長
）
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
は
多
く
の
自
治

体
が
制
定
、
あ
る
い
は
検
討
中

で
あ
る
。
自
治
体
の
役
割
、
市

民
の
役
割
等
を
明
確
に
し
た
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。
自
立
を

め
ざ
す
自
治
体
と
し
て
将
来
的

に
必
要
と
考
え
て
い
る
。
次
に

田
園
都
市
の
都
市
と
は
人
間
の

生
活
空
間
で
あ
り
、
安
曇
野
で

は
大
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
小
さ
な
村
と
と
ら
え
て
も
よ

い
。
田
畑
、
里
山
、
屋
敷
林
な

ど
と
、
ど
う
調
和
を
と
っ
て
い

く
か
が
田
園
都
市
づ
く
り
だ
。

協
働
に
つ
い
て
は
新
し
い
公
共

空
間
づ
く
り
の
中
で
行
な
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
行
政
と
住
民

が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

く
か
、
い
い
方
向
に
育
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

農
政
の
転
換
に
よ
り
地

域
農
業
は
大
変
な
事
態
に

直
面
し
て
い
る
。
約
４
５
０
０

戸
の
農
家
が
担
っ
て
い
る
水
田

農
業
を
ど
う
守
る
か
。
新
政
策

対
応
の
担
い
手
づ
く
り
を
ど
う

支
援
す
る
の
か
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
と
後
継
者
難
へ
の
取

り
組
み
は
、
農
作
業
受
託
の
第

三
セ
ク
タ
ー
を
つ
く
る
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
有
機
農
法
と
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
安
曇

野
市
の
農
業
は
産
出
額
で

み
る
と
県
下
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
る
。
半
面
高
齢
化
と
兼

業
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

高
価
な
農
機
具
が
過
剰
投
資
と

な
り
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。こ

う
し
た
中
で
国
際
競
争
力

を
持
っ
た
農
家
を
育
て
な
け
れ

は
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ａ
中
心
に
地

域
の
合
意
形
成
を
図
り
集
落
営

農
と
い
う
形
を
と
る
方
向
で
市

と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み

助
成
を
考
え
て
い
き
た
い
。
新

た
な
農
作
業
受
託
組
織
と
い
う

形
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
豊

科
地
区
で
は
、
実
績
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
有
機
農
法
を
参
考

に
、
農
家
、
Ｊ
Ａ
、
市
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

文
化
芸
術
施
設
に
つ
い
て

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
３
地
区
で
計
画
さ
れ

て
い
た
も
の
を
現
在
検
討
委
員

会
で
協
議
し
て
い
る
。
穂
高
地

域
に
お
い
て
は
芸
術
文
化
の
領

域
で
輩
出
し
て
き
た
人
た
ち
の

業
績
を
後
世
へ
残
す
べ
く
施
設

の
検
討
を
し
て
き
た
。
安
曇
野

に
は
多
く
の
遺
産
が
あ
り
全
市

的
な
観
点
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
は
残
す
べ
き
芸
術

品
、
文
化
財
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
後
世
へ

残
す
施
策
は
。

（
教
育
次
長
）
現
在
市
に

は
有
形
、
無
形
合
わ
せ
て

130
件
ほ
ど
の
文
化
財
が
あ
る
。

今
後
指
定
基
準
の
統
一
、
見
直

し
を
し
て
地
域
に
埋
も
れ
て
い

る
も
の
を
把
握
し
て
い
き
た

い
。
芸
術
作
品
に
つ
い
て
は
寄

贈
さ
れ
た
も
の
は
美
術
館
、
記

念
館
等
で
保
管
し
て
い
る
。
文

化
を
後
世
に
残
す
た
め
に
は
資

料
館
、博
物
館
も
大
切
で
あ
る
。

合
併
協
議
の
中
で
は
文
化
施

設
の
整
理
統
合
に
も
ふ
れ
て
い

る
が
遺
産
の
顕
彰
施
設
は
地
域

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

�

�

�

�

��

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

本
　
郷
　
敏
　
行

議
員

会派「平
たいら

」
平のスローガンは「オール・イズ・イーブン」、すべては平ら、豊かな安曇野の平ら、そして平林市長の平
を重ね合わせたものです。平林市政のもとによって、すべてがリベラルな立場で公平に発想し、豊かな安曇野
の平を創造していきます。
基本理念は、「後世の若者たちに恥じることのない合併の成果を継承してもらう」としています。

会派「日
に

本
ほん

共産党
きょうさんとう

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

議
ぎ

団
だん

」
1922年に創立された日本共産党は、戦前･戦後を通じて反戦平和、主権在民、男女平等を貫き、今年で84年
になります。
安曇野市民のしあわせとくらし、仕事の充実のために、全力をあげます。

会派「安政会
あんせいかい

」
安政会は、安曇野市の「安」自治体の責務である安全・安心の「安」の政治活動との思いを込めた名称です。
活動基本は、二元代表制の真意を受け止め、行政におもねるイエスマンになることなく、首長（行政）の監
視・評価する役割を是々非々で取り組み、真の議会制民主主義の確立に努めます。

会派「五
ご

一
いち

会
かい

」
五一会の議会活動理念は、安曇野市の基礎、土台を固め、発展方向を見出していきたいとして、この趣旨に
賛同した議員により結成されました。
政策理念は、「旧５町村の流れを一つにし、安曇野市の政策、施策の流れにする」であり、その意味を込め、
名称を「五一会」としました。



安曇野市議会だより第２号AZUMINO CITY ASSEMBLY NEWS  2006.5.15 （18）

福祉教育委員会

建設水道委員会

◆平成18年度安曇野市一般会計予算

保育園のおじいちゃん先生について、今後の進

め方は。

現在、豊科４園で保育協力員として半日程度勤

務しており好評である。他の４地域においても一園

ずつ広げたい。広報「あづみの」で募集していく。

A

Q
成人式は今後どのように行うのか。

市民1000人対象にアンケート調査を実施する。

１カ所合同で行うのか、開催の時期、実施主体はど

うしたいのか等の内容である。その結果をふまえて

実施したい。

安全な登下校対策について。

巡回用公用車（青色回転灯付パトロールカー）

が２台ある。１台購入し、ロータリークラブより３

台寄贈の申出があるので合わせて全市をカバーでき

る態勢となる。

また、青色灯を20個程度購入し、学校や教育委員

会の公用車に付けていきたい。

◆平成18年度安曇野市介護保険特別会計予算

◆安曇野市公民館条例の制定について　他

A

Q

A

Q

犯罪から子どもを守る安全対策は住民との協働とともに

◆平成18年度安曇野市一般会計予算

豊科地域の都市計画区域区分の線引き、穂高地

域のまちづくり条例が施行されているが、土地利用

計画の進め方は？

土地利用計画は、合併協議では５年を目途とし

て同一歩調で行うことを基本に進めることになって

いる。

本年は、土地利用の検討に係る専門家等アドバイ

ザーによる検討を進め、土地利用検討委員会を設置

する。

◆平成18年度安曇野市下水道事業特別会計予算

この事業の財源確保は？加入負担金、使用料の

統一は、事業の進捗状況をみて検討を、また国の制

度見直しがある中で、市として長期的な事業財源計

画の早期策定を。

この事業については、現行事業水準では運営が

極めて厳しい。従って、事業の見直しについて検討

A

Q

A

Q
する。

受益者負担金は、事業終了までは現行のままとす

る。

また、新たに加入する「区域外流入」については、

新たな規準の制定を検討する。

青色回転灯付パトロールカー
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総 務 委 員 会

環境経済委員会

◆平成17年度旧町村一般会計並びに特別会計歳入歳

出決算

◆平成17年度安曇野市一般会計補正予算１号

◆安曇野市総合計画審議会条例の制定について

他条例６件

◆平成18年度安曇野市一般会計予算

歳入のうち、市税の見込みは。

市民税は増加、固定資産税は評価額の減少によ

り1.3％減（対前年）の105億円。

扶助費が大幅に増加しているが、その内容は。

福祉事務所が設置されるに伴う生活保護費など

の増である。

◆平成18年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付

事業特別会計予算

◆松本広域連合の処理する事務の変更、及び同連合

規約の変更

A

Q

A

Q

◆防犯、防災研修（於・安曇野警察署）～犯罪実態

とその対応、交通災害、子どもの安全確保等につ

いて

合併５町村の総合計画をベースに、豊かな安曇野市づくりを

◆指定管理者の選定方法に問題

選定委員会の委員長が、自ら三郷やすらぎ空間

施設の指定管理者を務めるのは、透明性に欠けるの

ではないか？

今まで助役が委員長になり、行政７名、民間３

名で構成されていた。今後は、助役を委員から外し、

A

Q
更に事務方の人事課長を委員から除き民間５名、行

政５名の体制に変更し進めていく。

なお、公募によらない理由として、旧三郷村継続

事業であり、竣工も間近であること。地域農業の活

性化、あるいは農業者の活力の生み出しに積極的に

かかわりを持ち、観光宿泊施設等の事業実績のある

｢ファインビュー室山｣を指名したが適切と判断した。

◆平成18年度安曇野市一般会計予算

環境基本計画策定委員の報償費が計上されてい

る。委員構成、調査内容は？

本年度環境基本計画策定に着手する。計画策定

に32名の策定委員をお願いし、自然環境、生活環境、

また、田園都市の環境ということで歴史、文化、公

園緑地等調査の一部をコンサルタントに委託し、基

本的な調査をしていく。

A

Q

公の施設〔三郷やすらぎ空間施設〕指定管理者の指定

建設工事も最終段階・三郷やすらぎ空間施設

※三郷やすらぎ空間施設
古民家を移築し、農業体験施設やレストランとして活用する施設
場所＝三郷サラダ市西側

安曇野警察署との懇談会
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安曇野市になって常任委員会が傍聴できるようにな

り、３月議会は総務委員会と福祉教育委員会を傍聴し

た。この委員会を傍聴した理由は、紅二点女性議員が

いること。

そして、私の一番の関心事である、社協のお金の使

い方、市がどれだけ補助金を出しているのか、適正な

使い方をしているのか知りたかったからである。

また、わが地域から出た議員がどんな活躍をしてい

るのか、その他有能な議員がいるのか？等々確認した

かったからである。よかった！おもしろかった！勉強

にもなったし（請願書の書き方等）、議員を身近に感

じることもできた。議員がどのように住民の代表とし

て内容をチェックし、質問をするかということや、そ

れに対する職員の考え方・態度･人柄がよく伝わって

きた。こんな委員会を皆さんも是非傍聴していただき

たい。

市になって地域の大事なものが失われそうな気がし

ないでもないが、行政の責任だけにしないで、住民も

議員も意識改革し、チェックし合い、夢と希望を持ち、

善悪をはっきりさせる私利私欲のない心、それを持ち

続ければ、必ず未来は開けると感じた。

「
穀
雨
」
の
20
日
は
朝
か
ら

降
っ
た
雨
に
洗
わ
れ
、
満
開
の

桜
に
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
花
が

見
ら
れ
た
。

安
曇
野
の
こ
の
時
期
は
、
ア

ル
プ
ス
の
白
峰
と
屋
敷
林
の
緑

に
咲
く
、
赤
白
黄
色
の
花
色
の

田
園
風
景
は
、
美
し
い
日
本
の

原
風
景
だ
と
感
じ
る
。

こ
の
美
し
い
景
観
は
、
自
然

と
人
々
の
暮
ら
し
が
必
然
的
な

調
和
を
成
し
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
自
然
と
人
の
暮
ら
し
が

結
び
つ
い
た
風
景
は
、
持
続
さ

れ
な
け
れ
ば
と
願
う
ば
か
り

だ
。市

の
将
来
を
皆
で
考
え
、
そ

れ
に
向
か
う
た
め
の
取
組
み
、

土
地
利
用
・
景
観
形
成
な
ど
、

総
合
計
画
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
歩
が
始
ま
る
。

子
供
た
ち
の
心
の
故
郷
を
つ

く
る
た
め
に
、
市
民
み
ん
な
で

「
汗
」
を
流
そ
う
。

（
黒
岩
）

＊
広
報
編
集
委
員
＊

委
員
長
　
小
林
純
子

副
委
員
長
　
黒
岩
宏
成

編
集
委
員
　
青
·
U
宏

大
月
晃
雄

草
深
　
温

下
里
喜
代
一

等
々
力
等

西
澤
韶
修

藤
森
康
友

本
郷
敏
行

お
気
軽
に
ご
意
見
等
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

安
曇
野
市
議
会
だ
よ
り
　
第
２
号

平
成
18
年
５
月
15
日
発
行

発
行
　
長
野
県
安
曇
野
市
議
会

編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

印
刷
　
電
算
印
刷
株
式
会
社

〒
399-8211  長

野
県
安
曇
野
市
堀
金
烏
川
2750-1

安
曇
野
市
堀
金
総
合
支
所
内

T
E
L 0263-72-3106

F
A
X
 0263-71-2150

http://w
w
w
.city.azum

ino.nagano.jp
E
-m
ail:gikai@

city.azum
ino.nagano.jp

南砺市にて研修

安曇野市議会
常任委員会を傍聴して

中槙冨美恵さん（豊科）

３月27日、28日、安曇野市議会は松本市、南
なん

砺
と

市を訪れ行政視察をし、市議会のあり方と電
子自治体の内容を研修した。

議員定数の半数を超える会派はないが、議
長・副議長はそれぞれ違う会派から選出され、
各常任委員長も会派に按分され、バランスのと
れた議会運営と受けとめられた。
一般質問は代表質問制を基本に個人質問を含
めた形式で質問者は制限ない。一会派あたり25
分（質問のみで答弁は含まない）で所属議員に
10分を乗じた時間が与えられている。無所属議
員は年間60分である。政務調査費は議員一人あ
たり年額25万円で使途基準も定めてある。

南砺市は８つの町村が合併して、市制は2004
（平成16）年11月１日から、人口６万人、668km2、
富山県の南部に位置している。議員は合併特例
法を適用し定数34人で３つの常任委員会、３つ
の特別委員会をつくっている。
富山県下でもすすんだ電子決裁システムを導
入し、意思決定の迅速化、滞留状況の把握、ペ
ーパーレス化の実現の効果をあげようとしてい
る。電子自治体のための庁内事務共通基盤シス
テムにより、広大な面積の市をカバーする能力
がある一方、設備および管理費のコストがかか
っている状況があった。

お詫びと訂正
２月８日発行「安曇野市議会だより」
７ページ２段目　誤「高い視野に立ち」

正「高い視点に立ち」
10ページ４段目　誤「自治体フォーム」

正「自治体法務」
18ページ３段目　誤「平成18年９月」

正「平成18年４月」
お詫びして訂正します。

富山県下で先進をいく電子自治体

南砺市

議会運営と会派構成

松本市議会


